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ー込
i師

第
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概
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較

第
川
節
試
論
第
一
セ
ク
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U
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一
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節
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提
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従
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地
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派
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法
人
等
派
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六
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括
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川
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七
ク
タ
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へ
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卜
り

問
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起

こ

天

l
り
の
迎
行
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天
り
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刈
す
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い
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節
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川
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五
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セ
ク
タ
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い
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第
川
節
第
一
セ
ク
タ
ー
の
性
格

問
題
提
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こ
第
三
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
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い
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公
益
性

三
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の
令
業
性

州

第

三
セ
ク
タ
ー
の
公
共
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い
し
公
益
性
と
企
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性
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学
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三
セ
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タ
ー
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節
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改
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第
二
セ
ク
タ
ー
は
行
政
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
合
業
で
あ
る
か
。
そ
の
行
、
っ
事
業
は
官
柴
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
民
業
で
あ
る
か
。
第一‘

セ
ク
タ
ー
の
法
的
性
格
な
い
し
位
間
づ
け
に
つ
い
て
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
向
休
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
行
政
サ
イ
ド
に
お
い
て
も
、
ま
た



"見

従
来
の
日
本
行
政
法
即
論
に
よ
る
第
二
セ
ク
タ
ー
研
究
に
お
い
て
も
、
必
ず
し
も

l
分
議
論
さ
れ
て
お
ら
ず
、
明
岬
仰
な
回
答
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ー込
i師

例
え
ば
、
札
帆
市
に
お
け
る
第
一
セ
ク
タ
ー
の
老
舗
と
も
一
百
わ
れ
る
札
帆
振
興
公
什
に
お
い
て
は
、
同
公
社
の
パ
ン
フ
レ

y
ト
に
よ
れ
ば
、

昭
和
一
一
一
二
年
に
本
山
公
共
用
地
の
先
行
取
得
事
業
を
主
た
る
円
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
昭

和
川
八
午
に
札
幌
市
土
地
開
発
公
社
が
設
ム
仇
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
公
共
用
地
先
行
取
何
事
装
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
が
、
平
成
ハ
年
以
来
、

宅
業
の
再
検
討
を
行
い
、
都
市
基
幣
・
都
市
施
設
の
整
備
を
組
、
つ
公
共
デ
ベ
ロ

y
パ
!
と
し
て
「
札
幌
市
の
町
づ
く
り
」
に
民
間
活
力
と
し

て
投
資
す
る
こ
と
を
使
命
ー
と
し
て
い
る
」
(
傍
点
引
用
者
)
と
さ
れ
て
い
る
。
文
面
か
ら
す
れ
ば
、
札
幌
振
興
公
朴
は
い
わ
ゆ
る

そ
の
設
立
の
趣
斤
と
し
て
、
「
本
公
社
は
、

「
八
ム
ー
ム
ハ
「
ア

ベ
ロ

y
パ

l
L
と
「
民
間
活
力
」

の
ど
ち
ら
に
該
巾
ー
す
る
か
、
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
じ

ま
た
、
本
論
文
の
官
頭
及
び
第
二
市
「
第
一
セ
ク
タ
ー
の
実
態
」
に
も
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、

一0
0
一
年
六
月
に
札
幌
山

ym助
役
が
第

一
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
札
幌
叫
都
心
開
禿
公
社
社
長
に
就
伴
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
市
幹
部

次
い
で
決
ま
つ
一
た
こ
と
に
つ
い
て
、
札
帆
市
は
、
第
一
セ
ク
タ
ー
が
極
め
て
公
共
性
の
向
い
事
業
を
行
、
つ
と
い
う
理
府
を
挙
げ
て
、
市
役
所

一
人
の
第
二
セ
ク
タ
ー
へ
の
内
就
職
が
相

に
お
け
る
勤
務
経
験
が
あ
る
職
員
の
内
就
峨
に
剤
師
附
を
求
め
て
い
る
c

し
か
し
、
こ
こ
で
想
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
一
今
年
前
の
九
九
八
年
に
、
札
幌
山
が
札
幌
リ
ゾ
ー
ト
同
党
公
社
へ
ー
大
下
っ

た
冗
巾
央
ド
長
に
基
準
超
過
報
酬
を
支
給
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
基
品
作
を
{
J
る
よ
う
頼
ん
で
い
る
が
、
財
団
と
違
っ
て
民
間
色
が
濃
い
の

で
強
く
指
専
で
き
な
い
」
(
傍
占
'
引
川
者
)
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
民
間
色
が
濃
い
」
を
、
「
公
益
性
が
低
い
」
ー
と
解
す

る
こ
と
に
さ
ほ
ど
師
、
月
は
な
い
で
あ
ろ
う
c

第
三
セ
ク
タ
ー
の
性
格
に
悶
す
る
札
幌
『
山
の
解
釈
は
と
う
も
白
分
の
都
合
の
よ
い
よ
う
に
使
い

分
け
て
お
り
、
前
後
オ
崩
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
拭
い
切
れ
な
い
。

な
お
、
や
は
り
第
二
巾
で
取
り
卜
げ
た
事
例
で
あ
る
が
、
財
団
法
人
札
幌
勤
労
者
職
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
下
た
る
「
公
益
事
業
」

jt法ri7(:;・4)lOO() 



と
さ
れ
た
ブ

l
ル
事
業
に
つ
い
て
、
「
低
料
金
」
と
「
中
学
生
以
下
の
無
料
化
」
が
そ
の
公
訴
性
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

(祉

L
)
と
し
て
紹
介

さ
れ
た
が
、

し
か
し
、
「
依
料
令
」
と
「
巾
学
生
以
一
卜
の
相
料
化
」
は
市
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
か
ら
初
め
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
「
中
山
中
一
千
牛
以
h
l

の
無
料
化
」
は
、
実
は
一
九
九
九
年
七
月
か
ら
支
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
川
第
二
セ
ク
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
時
点
か
ら

行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
今
回
の
実
態
調
斉
で
分
か
っ
た
c

で
は
、
「
中
学
生
以
下
の
無
料
化
」
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の

期
間
に
つ
い
て
は
、
同
第
一
今
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
公
益
性
は
ど
う
許
何
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
日
本
行
政
法
科
論
か
ら
す
る
と
、
第
一
セ
ク
タ
ー
が
氏
商
法
上
の
法
人
で
あ
る
た
め
、
行
政
作
用
法
上
一
般
の
只
同
法
人
と

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5 • ~iO 

そ
れ
は
行
政
、
γ

工
体
に
該
山
一
せ
ず
、
行
政
組
織
法
の
及
ば
な
い

地
位
に
あ
り
、
辺
町
の
氏
商
法
法
人
と
同
一
の
地
平
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
て
き
て
い
る
じ
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
実
態
調

何
ら
異
な
る
ー
と
こ
ろ
な
く
、
ま
た
、
行
政
組
織
法
上
の
伏
置
づ
け
ー
と
し
て
は
、

査
を
通
じ
て
そ
の
実
態
を
凡
る
と
、
確
か
に
設
立
の
恨
拠
法
、
業
積
業
態
等
に
お
い
て
は
、
第
二
セ
ク
タ
ー
は
民
同
法
人
と
非
常
に
按
近
し

て
い
る
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
他
ん
で
は
、
公
益
法
人
形
態
で
あ
れ
、
株
式
会
社
形
態
で
あ
れ
、
行
政
に
よ
る
直
按
・
問
按
的
な

関
与
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
?
げ
一
円
的
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
二
セ
ク
タ
ー
は
い
ず
れ
も
地
方
公
共
団
体
が

{
疋
の
行
政
リ
的
を
実
現
す
る
た
め
に
採
川
し
た
手
段
な
い
し
組
織
で
あ
り
、
私
人
の
円
発
的
官
官
'
思
に
基
づ
い
て
設
I

止
さ
れ
る
法
人
と
は
川
八

な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
つ

「
ヤ
ヌ
ス
」
、
「
地
方
公
共
団
休
の
別
働
隊
」
、
「
公
私
の
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク

(
癒
希
)

そ
の
も
の
」
、
「
形
は
民
間
組
織
、
中
身
は
行
政
組
織
の

奇
慢
な
生
き
物
」
な
ど
と
も
一
百
わ
れ
る
第
二
セ
ク
タ
ー
の
性
情
は
、

い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
以
ぃ
ー
で
は
、
第
二
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な

い
し
公
益
性
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
企
業
件
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
依
田
づ
け
、
行
政
主
体
論
の
順
に
、
こ
の
間
町
田
に
つ
い
て
与
察
を
行
う
こ
と

に
す
る
。

北法57(3.5) 1001 



"見

第
一
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
公
訴
性

(
二
こ
れ
ま
で
の
見
解
と
分
析

ー込
i師

日
本
に
お
い
て
は
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
公
訴
性
に
つ
い
て
は
百
う
ま
で
も
な
く
、
行
政
白
体
に
お
け
る
公
共
性
な
い
し
公

益
牲
に
つ
い
て
も
、
行
政
法
の
末
解
決
問
題
の
一
つ
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
ι

そ
の
理
由
と
し
て
、
公
共
性
な
い
し
公
託
性
白
体
が
多

義
的
で
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
が
、
他
方
に
お
い
て
は
、
時
代
の
進
展
と
共
に
行
政
の
一
公
共
性
な
い
し
公
訴
性
に
対
す
る
理
解

が
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
一
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
公
共
性
な
い
し
公
益
性
は
多
義
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
日
ハ
体
的
内
容
を
確

た
す
る
作
業
は
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な
い
。

第
二
セ
ク
タ
ー
も
含
む
、
地
庁
公
共
団
体
に
よ
る
経
済
的
活
動
の
一
公
共
性
な
い
し
公
祈
牲
に
つ
い
て
、
従
来
な
さ
れ
た
議
論
を
簡
単
に
同

顧
す
る
と
、
あ
る
論
者
に
よ
れ
ば
、
①
そ
の
設
立

H
的
は
直
按
件
民
の
利
訴
を
図
る
場
合
に
限
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
収
益
に
よ
っ
て
問
按

的
に
地
域
住
民
の
利
益
に
な
る
場
合
も
含
む
べ
き
か
、
必
一
第
三
セ
ク
タ
ー
の
宅
業
内
科
そ
の
も
の
が
ぶ
材
的
性
格
に
お
い
て
公
共
性
を
有
す

る
か
ど
う
か
、
%
台
T
業
の
利
用
者
な
い
し
受
益
者
の
普
遍
性
が
公
共
性
の
要
件
ー
と
な
る
か
再
か
、
等
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

①
に
つ
い
て
、
戦
前
に
お
い
て
学
説
の
対
i

げ
が
あ
っ
た
も
の
の
、
今
日
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
凶
体
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
、
公
共

U
的
が
直
按
的
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
余
り
問
わ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
υ

こ
の
白
に
つ
い
て
は
、
ま
さ
に
第
二
セ
ク
タ
ー
が
そ
の
例
祉

と
な
る
コ
胴
自
治
省
の

「
第
一
セ
ク
タ
ー
に
関
す
る
指
針
」
(
自
治
政
第
凶
立
号
九
九
九
年
五
月
一

O
円
)

の
中
で
は
、
第
二
セ
ク
タ
ー

が
「
行
政
補
完
刑
」
ー
と
「
公
民
協
調
型
」
ー
と
に
分
類
さ
れ
て
い
る
c

前
者
は
、
社
会
的
便
益
が
広
く
地
域
に
も
た
-り
さ
れ
る
一
事
業
生
7
を
行
、
っ

第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
比
問
者
は
、
民
間
資
本
を
中
心
と
す
る
ポ
業
で
あ
る
が
、
地
方
公
共
団
体
が
資
本
参
加
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
事
業
を
担
う
第
二
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
り
川
高
の
設
立

U
的
は
直
接
作
民
の
利
掃
を
凶
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
に

対
し
て
、
後
者
は
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

jt法ri7(:;・6)1002 



こ
れ
に
対
し
て
、
河
一
に
つ
い
て
は
、
前
山
川
し
た
財
団
法
人
札
幌
勤
労
者
職
莱
福
相
セ
、
〆
タ

l

(
札
幌
サ
シ
プ
ラ
ザ
)

や
株
式
会
社
札
帆
リ

ソ
ー
ト
開
発
公
社
を
例
に
と
っ
て
見
れ
ば
、

ス
キ

I
場
に
せ
よ
、

い
ず
れ
も
民
間
と
ほ
ぼ
川
じ
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

ホ
テ
ル
に
せ
よ
、

民
間
の
同
業
苫
ー
と
比
べ
る
と
、
そ
の
公
共
性
な
い
し
公
訴
性
が
体
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
ど
こ
に
あ
る
か
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

く
、
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
c

ま
た
③
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
一

O
条
と
の
整
台
性
が
問
題
と
な
る
υ

同
条
は
、
作
民
は
地
点
自
治
体
の
提
供
す
る
役
務
を
等
し
く

受
け
る
権
利
を
有
す
る
と
し
て
い
る
c

し
か
し
、
第
一
セ
ク
タ
ー
、
判
に
商
法
上
の
株
式
会
柱
形
態
を
と
る
そ
れ
は
、

そ
の
促
供
す
る
什
l

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5 • ~iO 

ピ
ス
が
多
種
多
打
で
あ
る
た
め
、

そ
も
そ
も
地
域
性
民
全
体
を
対
象
ー
と
し
な
い
場
合
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
公
共
性
な
い
し
公

益
性
の
有
無
の
判
断
は
決
し
て
行
易
で
は
な
い
。
第
二
木
に
お
い
て
取
り
卜
げ
た
北
海
道
ち
ほ
く
高
原
鉄
道
株
式
会
社
の
場
合
、
事
業
の
利

用
者
な
い
し
受
持
者
の
4

ロ
遍
性
の
凡
地
か
ら
す
れ
ば
、
問
題
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
札
幌
道
路
維
持
公
社
の
場
合
、
道
路

を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
般
利
川
者
の
利
訴
に

H
献
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
希

H
を
す
れ
ば
、
問
題
が
少
な
い
が
、
商
法
上
の
株
式
会
社

で
あ
り
な
が
ら
、
民
間
か
ら
仕
雫
を
受
け
な
い
し
、
民
闘
を
相
手
に
し
な
い
で
い
る
ー
と
こ
ろ
に
は
を
配
れ
ば
、
事
業
の
利
川
吉
な
い
し
受
益

者
の
背
適
性
の
見
地
か
ら
す
る
と
、
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
c

一
一
)
法
問
所
の
判
断

第
二
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
公
益
性
に
つ
い
て
、
行
政
法
理
論
の
み
な
ら
ず
判
例
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
充
分
議
論
さ
れ
て
お
ら
ず
、

判
断
が
動
揺
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

f

本
中
第
一
節
「
第
一
セ
ク
タ
ー
の
職
員
派
遣
」

の
中
に
取
り
卜
げ
た
諸
判
決
(
本
誌
第
五
六
巻
第
二

わ
ず
、

か
ら
す
れ
ば
、
第
二
セ
ク
タ
ー
白
体
に
つ
い
て
、
公
益
法
人
で
あ
れ
、
株
式
会
社
で
あ
れ
、
法
人
形
態
を
問

い
ず
れ
も
第
一
二
セ
ク
タ
ー
が
地
方
公
共
団
体
に
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
事
務
も
地
ん
公
共
団
体
の
事
務
と
同
一
視
で
き

サ
二
九
州
一
。

一
頁
念
事
昭
一
)

北法57(3-7)1003



"見

な
い
と
さ
れ
た
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、
第
二
セ
ク
タ
ー
の
公
訴
件
の
度
合
い
に
対
す
る
認
識
に
は
一
去
の
温
度
菜
が
あ
っ
た
っ

本
章
第
一
今
一
節
「
第
一
セ
ク
タ
ー
の
情
報
公
開
」
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
同
一
第
一
今
一
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
複
数
の
判
決
(
本
誌
第
五
六
巻
第
石

ー込
i師

頁
参
照
)

の
巾
で
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
法
律
上
の
件
情
に
注

H
し
て
基
本
的
に
「
営
利
法
人
」
と
見
る
立
坊
を
と
っ
て

け
す
二
心
七

い
る
判
決
も
あ
れ
ば
、
逆
に
第
一
セ
ク
タ
ー
の
公
誌
作
も
し
く
は
公
共
件
を
重
視
す
る
判
決
も
あ
り
、
ま
た
折
衷
的
な
判
決
も
あ
っ
た
ι

他

い
わ
ゆ
る
「
一
世
紀
ひ
ょ
う
ご
創
造
協
会
事
件
」
(
本
誌
第
五
ハ
谷
第
一
号
一
今

O
一
一
一
口

J
F
l、
ふ
ia

、

j
v
l
 

一
頁
参
出
む
を
め
ぐ
っ
て
、
第

審
は
、
第
二
セ
ク
タ
ー
の
業
務
は
公
益
的
な
色
彩
の
強
い
も
の
と
は
い
え
、
地
方
公
共
凶
休
の
業
務
と
実
目
的
に
同
視
で
き
る
ほ
と
の
性
質

の
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、
控
訴
審
に
お
い
て
は
、
同
第
一
一
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、
天
質
的
に
地
方
公
共
団
体
の
業
務
と
同
一
視
で

き
、
第
一
一
セ
ク
タ
ー
の
業
務
は
公
益
性
が
相
巾
I
両
い
と
問
附
さ
れ
て
い
る
η

こ
の
よ
う
に
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
公
訴
性
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
判
断
に
は
、
第
二
セ
ク
タ
ー
白
休
の
復
雑
多
様
性
等
に

よ
り
引
方
な
い
凶
も
青
山
で
き
な
い
が

一
定
の
動
指
が
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
υ

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
判

決
か
ら
こ
の
問
問
を
解
決
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
け
韓
日
速
船
補
助
金
訴
訟
が
そ

の
適
例
で
あ
る
c

こ
れ
は
、
経
営
が
行
き
詰
ま
っ
た
山
い
県
卜
関
山
の
第
三
セ
ク
タ
ー

「
日
韓
高
速
船
」

の
負
債
を
肩
代
わ
り
す
る
た
め

市
が
川
第
二
セ
ク
タ
ー
に
補
助
金
を
交
付
し
た
の
は
進
法
と
し
て
、
同
山
在
作
の
同
休
職
員
ら
が
当
時
の
市
長
を
相
子
取
り
、
仙
助
金
利
当

棋
を
市
に
賠
償
す
る
よ
う
求
め
た
住
民
訴
訟
で
あ
る
。
同
一
品
一
訟
の
第
一
審
山
円
地
裁
平
成
。
年
六
月
九
日
判
決
(
判
例
地
方
自
治
一
八

O

サ
一
九
頁
)

は
、
補
助
金
の
交
付
の
公
益
性
に
つ
い
て
、
「
住
民
の
利
益
ー
と
の
因
果
関
係
を
客
観
的
に
検
討
す
べ
き
」

で
あ
る
と
し
、
「
公
益

性
」
を
厳
格
に
捉
、
λ
る

つ
の
判
断
基
準
を
示
し
た
c

こ
れ
に
対
し
て
、
控
訴
審
の
広
島
高
裁
平
成
二
咋
ー
ム
月
一
九
日
判
決
(
判
例
地
方

自
治
一
一
二
凶
サ
二
六
頁
)

は
、
地
方
f

口
ム
旧
法

二
二
一
一
条
の
一
に
規
定
す
る
公
益
上
の
必
安
性
に
関
す
る
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
長
に
一
定
の

裁
量
権
が
あ
る
と
解
き
れ
る
一
ん
、
そ
の
裁
H
E
権
は
八
十
く
の
自
由
必
ロ
E

で
は
な
い
と
し
た
上
で
、
当
該
裁
量
権
行
使
の
際
、
地
ん
公
共
川
体

jt法ri7(:;・8)1004 



の
長
は
、
住
民
の
多
様
な
玄
見
及
び
利
益
を
勘
案
し
、
仙
肋
の
安
斉
は
、
当
該
地
ん
公
共
川
体
の
地
理
的
社
会
的
・
経
済
的
事
情
及
び
打

政
施
策
の
あ
り
方
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
上
で
の
政
策
判
断
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
判
断
の
趣
U
H
と
枠
組
は

原
審
と
川
氏
な
る
も
の
の
、
原
審
と
同
線
「
公
益
性
」
を
厳
格
に
似
え
、
裁
量
権
の
迎
脱
・
濫
用
の
有
担
を
判
断
す
る
際
に
地
方
公
共
団
体
位

民
の
利
益
を

l
分
に
考
慮
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
姿
勢
が
従
わ
れ
る
c

-向
判
決
と
も
育
按
に
は
経
営
破
綻
に
陥
っ
た
第
三
セ
ク
タ
ー
の
補
助

会
交
付
の
一
公
益
性
等
に
関
す
る
司
法
判
断
で
あ
る
が
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
公
共
件
な
い
し
公
益
性
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
一

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5. ~iO 

審
判
決
は
、
「
こ
れ
ま
で
あ
い
ま
い
な
形
の
ま
ま
自
治
休
が
使
胤
し
て
き
た
、
「
公
益
性
」
と
い
、
つ
抽
象
的
な
言
葉
に
対

L
、
「
件
民
の
利
益

と
の
同
果
関
係
の
有
無
」
ー
と
い
う
、
司
法
と
し
て
附
碓
な

η

判
断
幕
準
ρ

を
一
示
し
た
」
判
決
と
し
て
注
円
さ
れ
て
い
る
。
同
訴
訟
の
最
高

裁
平
成
一
七
年

月
一

O
H判
決
(
判
例
時
報
九
一
一
一
号
今
二
六
頁
)

は
、
「
山
の
事
業
と
の
か
か
わ
り
や
市
議
会
で
川
決
さ
れ
た
経
緯

な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
公
益
卜
の
必
要
が
あ
る
と
し
た
市
長
の
判
断
に
裁
量
権
の
逸
脱
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
」
と
し
て
公
訴
件
を
認
め

た
も
の
の
、
円
緯
高
速
船
補
助
余
訴
訟
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
公
益
性
に
つ
い
て
、

一
つ
の
判
断
某
準
を
提
供
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

三
二
私
見

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
公
訴
性
は
非
J
M
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
υ

そ

の
味
し
さ
は
一
つ
の
側
面
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
公
益
性
白
休
を
い
か
に
定
義
す
る

か
で
あ
り
、
も
う
つ
は

い
わ
ゆ
る
方
法
論
な
い
し
手
続
論
の
問
題
、
す
な
わ
ち
誰
が
い
か
な
る
手
続
で
そ
れ
を
決
め
る
か
で
あ
る
じ
前

者
に
つ
い
て
は
、
先
桂
相
介
し
た
地
ん
公
共
川
体
に
よ
る
経
済
的
活
動
の
公
共
件
な
い
し
公
益
性
に
関
す
る
従
来
の
一
議
論
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
第
二
セ
ク
タ
ー
の
設
立

U
的
に
科
目
し
て
議
論
す
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
川
時
に
第
一
今
一
セ
ク
タ
ー
の
ポ
業
内
科
及
、
ひ
事
業
の
利
用
者

北法57(3-9)1005



"見

に
着

H
し
て
検
討
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
公
益
件
の
有
佳
を
判
断
す
る
に
際

し
て
、
第
二
セ
ク
タ
ー
口
休
、
設
立
者
、
利
用
者
の
利
訴
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
た
め
、
誰
が
、
そ
し
て
い
か
な
る
子
続
で
そ
れ
を
決

ー込
i師

た
す
る
の
が
問
問
と
な
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
公
共
件
な
い
し
公
益
性
は

い
か
じ
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
む
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

公
共
性
な
い
し
公
益
件
は
多
義
的
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
第
三
セ
ク
タ
そ
れ
口
体
が
複
雑
か
つ
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
次

の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
コ

第
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
公
v血
性
に
つ
い
て
は
、
天
体
面
で
だ
け
で
は
な
く
手
続
面
で
締
立
・
確
定
す
る
の
が
妥
山
一
で

あ
る
仁
山
資
段
階
や
運
営
段
階
及
び
後
始
末
段
階
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
現
行
法
上
版
行
さ
れ
る
べ
き
手
続
が
過
切
に
な
さ
れ
て
い
る
か
と
う

か
、
そ
れ
を
高
時
チ
ェ
ソ
ク
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
つ

第
一
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
公
益
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
議
会
や
地
域
住
民
に
よ
る
民
示
的
統
制
及
び
情
報
公
川
刊
の
活

用
等
も
有
効
で
あ
る
「

第
二
に
、
前
述
し
た

H
韓
両
速
船
補
助
金
訴
訟
に
お
け
る
「
件
民
の
利
裕
と
の
同
果
関
係
の
有
無
」
と
い
う
視
い
い
か
ら
の
判
断
が
ぶ
め
ら

れ
る
。
例
え
ば
、

レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
キ
ワ
イ
ン
製
造
の
よ
う
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

が
、
地
正
の
特
産
品
の
敗
よ
冗
促
計
一
や
葡
萄
産
地
の
産
業
振
興
等
の
事
情
が
あ
る
場
合
、
地
ん
公
共
団
体
が
第
二
セ
ク
タ
ー
を
設
す
し
て
こ
う

一
見
公
共
性
な
い
し
公
益
件
に
乏
し
い
感
も
育
め
な
い

し
た
ポ
業
を
行
う
こ
と
に
も
そ
れ
な
り
の
公
共
性
な
い
し
公
訴
性
が
首
肯
さ
れ
よ
う
。

第
一
セ
ク
タ
ー
の
企
業
性

こ
れ
ま
で
第
三
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
公
益
性
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
行
政

U
的
達
成
の
た
め
件
民
の
税
金
で
設
有
さ
れ
た
も
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の
で
あ
る
が
故
に
、
公
共
件
な
い
し
公
益
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
ろ
う
っ
し
か
し
、
第
一
セ
ク
タ
ー
は
あ
く
ま

で
も
独
立
し
た
法
人
で
あ
り
、
自
立
的
な
経
営
を
行
う
こ
と
が
下
{
疋
さ
れ
て
お
り
、
自
己
責
任
の
原
則
が
働
い
て
い
る
。
特
に
株
式
会
社
形

態
の
そ
れ
は
、
民
間
法
人
と
同
様
、
市
場
経
済
h
l
の
激
し
い
説
争
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
続
下
力
が
附
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

公
共
性
な
い
し
公
益
性
と
市
ん
で
第
二
セ
ク
タ
ー
が
も
う
つ
の
特
牲
を
持
つ
こ
と
は
決
し
て
忘
れ
ら
れ
で
は
な
ら
な
い
じ
そ
れ
が
、
す
な

わ
ち
第
一
今
セ
ク
タ
ー
の
企
業
性
で
あ
る
。

第
二
セ
ク
タ
ー
の
企
業
性
と
は
何
か
と
い
う
問
題
は
、
そ
の
公
共
性
な
い
し
公
益
性
と
同
様
、
企
業
性
と
い
う
概
念
日
体
が
多
表
的
で
あ

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5 • ~iO 

る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
具
体
的
内
存
を
明
碓
に
す
る
の
は
難
し
い
。
第
一
一
セ
ク
タ
ー
の
企
業
性
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
見
れ
ば
、
「
第

roo」

一
セ
ク
タ
ー
の
た
義
に
は
、
営
利
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
叙
述
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
商
法
法
人
、

そ
の
う
ち
特
に
株
式
会
社
の
そ
れ
に
限
定
し
て
、
人
甘
利
件
を
巾
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
つ
砕
か
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
企

楽
性
を
単
純
に
計
利
性
と
し
て
制
え
る
と
す
れ
ば
、

一
戸
う
ま
で
も
な
く
公
論
法
人
形
態
の
そ
れ
は
当
初
か
ら
論
述
の
土
俵
か
ら
除
外
き
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
益
法
人
は
そ
も
そ
も
営
利
を
円
的
と
し
な
い
法
人
で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
第
二
セ
ク
タ
ー
の
企

業
牲
に
つ
い
て
は
、
常
利
作
と
和
ん
で
、
独
I

止
し
た
法
人
と
し
て
の
白
1
4
性

独

iv作
自
己
採
鉾
性
等
の
意
味
も
あ
り
、
両
者
を
分
け
て

論
じ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、
第
一
今
セ
ク
タ
ー
の
企
業
性
を
、

H
純
粋
な
山
有
利
件
を
苦
味
す
る
場
合
と
、
口

独
立
し
た
法
人
を
蛍
昧
す
る
場
合
、
つ
ま
り
単
に
営
利
性
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
と
は
別
個
の
独
!
止
し
た
法
人
と
し
て
の
白
主
性
、
独
!
共
性
、

国
己
採
算
性
等
を
も
背
山
味
す
る
場
合
と
に
分
け
て
、
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

(
一
)
純
粋
な
常
利
件
を
玄
味
す
る
場
合

ま
ず
、
株
式
会
社
形
態
の
第
一
セ
ク
タ
ー
の
場
合
、
そ
の
法
律
上
の
特
色
は
通
常
の
民
間
株
式
会
社
と
同
じ
で
あ
る
と
百
わ
れ
る
。
す
な

北法57(3-1111007



"見

わ
ち
、
そ
の
設
立
に
お
い
て
、
行
政
庁
の
許
可
を
必
要
と
せ
ず
、
商
法
の
定
め
る
定
の
要
引
を
満
た
せ
ば
、
口
白
に
設
i

げ
す
る
こ
と
が
で

ー込
i師

き
る
し
、
ま
た
設
止
後
に
お
い
て
も
、
地
点
公
共
阿
体
は
株
土
と
し
て
民
間
の
そ
れ
と
同
様
、
所
有
す
る
株
式
の
割
合
に
応
じ
て
有
隈
責
任

し
か
負
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
現
行
法
上
株
式
会
什
形
態
の
第
一
セ
ク
タ
ー
は
一
般
に
民
間
企
業
ー
と
し
て
位
世
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
以
上
、
民
間
企
業
の
l
i
限
切
か
ら
す
る
と
利
潤
を
追
求
す
る
の
は
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
ろ
う
じ
ま
た
、
視
点
を
変
、
え
る
な
ら
ば
、
第

一
セ
ク
タ
ー
が
効
率
的
に
運
ん
甘
さ
れ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
牛
ま
れ
て
く
る
利
訴
を
地
右
公
共
川
体
の
住
民
に
何
ら
か
の
形
で
還
γ

ん
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
最
終
的
に
は
地
方
公
共
団
体
及
び
作
氏
の
福
祉
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
コ
な
お
、
地
方
公
共
凶
休
単
独
山
資
で
の
場
合

は
別
と
し
て
、
民
間
に
よ
る
出
資
斗
J

の
あ
る
場
合
な
ら
、
第
三
セ
ク
タ
ー
を
民
間
サ
イ
ド
か
ら
見
る
に
際
し
て
、
そ
れ
を
利
益
を
追
求
す
る

経
併
占
丁
体
と
し
て
位
回
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
論
理
も
成
げ
す
る
で
あ
ろ
う
仁
し
た
が
っ
て
、
本
論
文
で
検
討
を
加
、
λ
た
株
式
会
社
札

帆
リ
ゾ
ー
ト
開
発
公
社
及
び
株
式
会
社
札
幌
リ
サ
イ
ク
ル
公
社
に
お
け
る
「
株
式
会
社
で
あ
り
、
以
掃
を
追
及
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
、
土

張
に
も

一
理
あ
る
よ
う
に
必
わ
れ
る
つ

次
に
、
公
訴
法
人
形
態
の
第
一
セ
ク
タ
ー
の
場
合
に
は
、
や
や
難
し
い
ー
と
こ
ろ
が
あ
る
。
現
行
法
上
公
訴
法
人
形
態
の
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、

株
式
会
社
形
態
の
そ
れ
と
同
枚
、
地
点
公
共
川
体
と
は
別
悩
の
独
立
法
人
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
c

し
か
し
、
そ
の
設
立
段
階
か
ら
、
営
利

を
目
的
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
先
天
的
に
胤
正
し
さ
れ
て
い
る
た
め
、

一
般
に
民
間
法
人
と
川
樋
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
営
利
を

U
的

と
す
る
団
体
に
は
該
当
し
え
な
い
と
一
円
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
航
法
人
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
中
で
、
そ
の
営
利
性
の
窓
昧
で

の
企
業
怜
に
つ
い
て
は
、
始
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
果
た
し
て
公
益
法
人
形
態
の
第
一
セ
ク
タ
ー
に
は
営
利
性
の
窓
味
で
の
企
業
牲
は
あ
り
え
な
い
か
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
検
討

の
仙
怖
も
な
い
か
υ

制
人
的
に
は
、
公
益
法
人
形
態
の
第
一
セ
ク
タ
ー
に
も
営
利
性
の
意
味
で
の
企
業
性
が
あ
る
し
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
一
議

論
も
、
必
要
で
あ
り
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
コ
第
二
巾
「
第
一
セ
ク
タ
ー
の
実
態
」
に
お
い
て
山
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
公
益
法
人
形
態
の
第

北法;)7(3・12)1008



一
セ
ク
タ
ー
は
、
そ
の
実
施
業
務
の
業
積
業
態
か
ら
す
れ
ば
、
民
間
と
の
嶋

U
が
必
ず
し
も
明
碍
な
も
の
で
は
な
い
。
札
幌
勤
労
者
職
莱
福

判
セ
ン
タ
ー

(
札
帆
サ
ン
プ
ラ
ザ
)

を
例
に
と
っ
て
見
る
と
、
川
回
体
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
ポ
業
と
し
て
は
、
長
会
事
業
、
婚
礼
事
業
、

そ
の
う
ち
の
い
ず
れ
を
ー
と
っ
て
も
、
民
間
業
者

レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
、
会
議
・
研
修
一
事
業
、

ブ
ー
ル
ポ
業
、
宿
泊
ポ
業
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

も
よ
く
参
入
す
る
分
野
で
あ
る
ι

そ
れ
ば
か
り
か
、
同
凶
休
に
お
い
て
「
公
益
事
業
」
と
さ
れ
た
ブ

l
ル
事
業
を
除
い
て
、
銭
り
の
事
業
は

殆
ん
ど

「
収
益
事
業
」
と
さ
れ
て
お
り
、
営
利
を
日
的
と
せ
ず
設
立
さ
れ
た
公
益
法
人
と
は
い
え
、
「
収
祥
事
業
」
が
メ
イ
、
〆
で
あ
る
こ
と

は
山
明
ら
か
で
あ
る
υ

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5 • ~iO 

三
二
独
有
し
た
法
人
を
意
味
す
る
場
合

こ
こ
で
「
独
立
し
た
法
人
を
意
味
す
る
場
合
」
と
は
、
も
う
少
し
燥
桁
す
れ
ば
、
要
す
る
に
単
に
営
利
性
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
と
は
別

佃
の
独
立
し
た
法
人
と
い
う
占
、
に
希

H
L、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
企
業
性
を
、
自
己
責
任
の
原
則
、
経
済
性
ゃ
営
利
性
及
び
口
己
採
算
性
等
の

独
立
し
た
法
人
ー
と
し
て
持
つ
一
て
い
る
も
し
く
は
托
つ
べ
き
属
性
と
し
て
認
識
す
る
机
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
で
は
、
公
益
法

人
形
態
の
第
一
今
セ
ク
タ
ー
と
株
式
会
社
形
態
の
第
二
セ
ク
タ
ー
を
基
本
的
に
同
視
し
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
c

通
常
の
民
間
法
人
の
場
合
、
経
営
不
全
等
に
よ
り
、
破
綻
し
て
し
ま
う
こ
と
も
唱
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
に
、
全
て
一

C
C
M
m口
己
責
任

で
彼
始
末
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
第
一
セ
ク
タ
ー
の
場
合
に
は
、
通
J
M
の
民
商
法
法
人
と
同
の
地
平
で
促
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
、
法
的
に
は
只
同
法
人
ー
と
同
槻
さ
れ
て
い
る
た
め
、
理
何
卜
通
常
の
民
間
法
人
と
同
紙
、

そ
の
設
す
か
ら
円
常

笹
川
崎
運
常
に
お
い
て
全
部
白
己
責
任
の
原
則
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
ぶ
め
ら
れ
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
c

も
っ
と
も
、
周
知
の
よ
う
に
、

日
本
で
は
、
第
二
セ
ク
タ
ー
の
設
社

U
的
、
地
i

刀
公
共
川
体
に
よ
る
出
資
、
役
職
員
の
派
遣
、
補
助
金
守

に
お
い
て
公
的
色
彩
が
あ
る
こ
と
を
理
問
に
、
第
二
セ
ク
タ
ー
は
地
ん
公
共
川
体
と
は
別
法
人
で
あ
る
と
位
置
づ
け
な
が
ら
も
、
通
常
の
民

北法57(3-13)1009
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同
法
人
よ
り
企
業
性
は
薄
い
と
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
第
一
セ
ク
タ
ー
は
い
ず
れ
も
地
ん
公
共
川
体
が
二
厄
の
訂
政
日
的
を
実
況
す

る
た
め
に
採
用
き
れ
た
子
段
な
い
し
組
織
で
あ
り
、

一
般
の
民
間
事
業
者
と
は
川
な
っ
て
い
る
実
態
か
ゐ
り
す
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
論
刑
判
が
成

ー込
i師

?V一する「

し
か
し
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
は
、
地
方
公
共
団
体
が
有
し
て
い
る
信
用
力
と
民
間
企
業
が
有
し
て
い
る
効
率
性
、
機
動
性
の
双
方
の
利
占

を
生
か
す
こ
と
に
よ
り
地
域
活
性
化
の
実
現
を
凶
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
制
度
設
計
の
た
想
も
し
く
は
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
私
見
と
し
て
は
、

む
し
ろ
第
二
セ
ク
タ
ー
に
は
独
!
止
し
た
法
人
の
意
味
で
の
企
業
性
が
氏
問
と
同
件
J

に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
通
常
の
只
同
法
人
と
同
様
、
そ
れ

を
碓
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
以
わ
れ
る
。
旬
年
川
位
以
卜
の
赤
?
d
T
が
続
き
経
営
危
機
に
瀕
し
て
い
る
北
海
道
ち
ほ
く
高
原

鉄
道
株
式
会
社
の
事
例
を
は
で
も
、
経
営
が
行
き
詰
ま
っ
た
山
口
県
下
闘
市
の
第
一
セ
ク
タ
ー
「
日
慢
高
速
船
」
を
見
て
も
、
第
二
セ
ク
タ
ー

は
、
独
立
し
た
法
人
と
し
て
、
自
己
責
任
原
則
の
↑
で
そ
の
経
済
性
及
び
自
己
採
算
件
等
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
、
官
民
双

ん
の
利
点
を
止
か
す
こ
と
は
勿
論
、
地
域
活
性
化
と
い
う
最
終

H
的
を
実
現
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
っ

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
第
一
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
、
常
利
院
の
意
味
で
の
企
業
性
に
つ
き
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
独

立
し
た
法
人
の
窓
味
で
の
企
業
牲
に
つ
い
て
の
検
討
も
有
意
義
で
あ
る
c
特
に
係
者
の
志
味
で
の
企
業
牲
が
第
一
セ
ク
タ
ー
の
法
的
形
態
(
株

式
会
社
か
、
公
訴
法
人
か

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
等
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
つ
ま
た
、
行
政
に
よ
る
出
資
は
詰
ま
る
と
こ
ろ
作
民

の
税
金
の
投
入
に
他
な
ら
な
い
点
を
老
虚
す
る
と
、
独
占
忙
し
た
法
人
の
窓
昧
で
の
企
業
性
、

つ
ま
り
白
己
責
任
の
原
則
、
経
済
性
や
リ
一
円
利
性

及
び
白
己
採
算
性
等
の
独
?
止
し
た
法
人
ー
と
し
て
持
っ
て
い
る
も
し
く
は
持
つ
べ
き
属
性
で
は
、
む
し
ろ
通
常
の
民
間
法
人
以
上
に
第
三
セ
ク

タ
ー
に
強
く
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
与
え
ら
れ
る
じ

四

第
一
二
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
公
訴
性
と
企
業
性

北法;)7(3・14)1010 



以
上
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
公
共
件
な
い
し
公
訴
性
に
続
き
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
企
業
性
を
凡
て
き
た
υ

こ
こ
で
は
、
両
者
の
関
係
に
つ
い

て
、
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
二
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
公
益
性
及
び
企
業
性
に
つ
い
て
、
従
来
の
議
論
で
は
恰
も
相
以
す
る
二
つ
の
性
格
で
も
あ
る
よ
う
に
論

じ
ら
れ
て
き
た
が
、
私
見
と
し
て
は
、
こ
の
向
者
は
必
ず
し
も
孤
立
し
た
別
々
の
存
在
で
は
な
く
、

む
し
ろ
第
一
一
一
セ
ク
タ
ー
の
有
す
る
性
格

に
あ
る
二
つ
の
異
な
っ
た
側
出
で
あ
る
と
考
え
る
。
第
二
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
公
益
件
は
そ
の
企
業
性
の
実
況
が
あ
っ
て
か
ら
は
じ

め
て
保
保
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
逆
に
第
二
セ
ク
タ
ー
の
企
業
性
は
そ
の
公
共
性
な
い
し
公
益
性
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
、
司
容
さ
れ
る
も

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5 • ~iO 

の
で
は
な
い
。
第
二
セ
ク
タ
ー
の
巾
で
は
両
者
の
調
和
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
凸
J

に
つ
い
て
、
北
海
道
ち
ほ
く
高
原
鉄
道
株
式
会
社
を

例
に
と
っ
て
け
ぬ
れ
ば

日
時
肌
然
で
あ
る
c

同
社
は
、
沿
線
各
自
治
体
と
住
民
が
、
鉄
道
を
地
域
の
足
と
し
て
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
ぷ

め
た
給
米
、
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
存
存
の
川
一
提
と
意
義
は
「
地
域
の
足
の
確
保
」
と
い
う
公
共
性
な
い
し
公
益
性
に
円
八
、
き
る
。

し
か
し
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
毎
年
四
億
川
規
模
の
赤
'T
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
1
小
字
を
補
頃
す
る
た
め
設
立
き
れ
た
経
営
安
疋
慕

へ
す
も
こ
こ
数
年
の
超
低
金
利
に
よ
り
運
用
析
が
減
少
し
て
お
り
、
底
を
つ
く
の
は
時
間
の
問
題
と
見
ら
れ
る
中
、

い
く
ら
公
共
性
な
い
し
公

日
並
件
が
あ
る
と
百
つ
で
も
、
独
立
し
た
法
人
と
し
て
の
経
済
性
ャ
営
利
性
及
び
白
己
採
鉾
性
を
無
視
し
て
は
、
「
地
域
の
比
」
を
確
保
す
る

」
と
が
凶
難
で
あ
ろ
、
っ
。

4 

行
政
法
学
に
お
け
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
位
置
づ
け

(
こ
こ
れ
ま
で
の
見
解
と
分
析

日
本
の
行
政
法
学
は
、

ド
イ
ツ
の
オ
ッ

1
1
・
マ
イ
ヤ
ー
の
理
論
を
基
礎
と
し
、
美
濃
部
達
吉
に
よ
っ
て
ね
ち
マ
て
ら
れ
、
田
中
二
郎
に

よ
る
洗
練
を
経
て
、
今

H
に
ふ
土
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
セ
ク
タ
ー
の
歴
史
は
戦
前
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
一
言
わ
れ
て

北法S7(3.1S11011



"見

き
た
が
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

そ
れ
が
一
つ
の
概
念
と
し
て
公
式
に
出
現
し
た
の
は
一
九
七
心
作
代
で
あ
っ
た
っ
し
た
が
っ

ー込
i師

て
、
オ
ッ
ト

1
・
マ
イ
ヤ
!
の
時
代
や
美
濃
部
達
吉
の
時
代
に
お
い
て
は
、
た
と
え
一
定
の
胎
動
や
萌
非
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
第
三
セ
ク

タ
ー
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
一
た
し
、
ま
た
第
一
セ
ク
タ
ー
と
い
う
用
語
白
体
も
な
か
っ
た
。
当
然
な
が
ら
、
第
一
セ
ク
タ
ー
に
関
す
る
研
光

も
あ
り
え
な
い
わ
け
で
あ
る
c

田
中
一
一
郎
は
九
八
一
年
円
に
逝
去
し
た
の
で
、
時
期
的
に
は
叫
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
残
念
な

が
ら
、
彼
に
よ
る
第
一
今
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
直
按
の
言
及
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
後
日
本
凶
憲
法
の
い
t

で
公
刊
さ
れ
て
き

た
数
多
く
の
行
政
法
救
利
害
の
中
で
、

(
当
時
の
)
「
最
も
標
準
的
な
も
の
」

(
塩
野
宏
教
民
)
と
一
百
わ
れ
る
出
山
一
郎
・
行
政
法
(
法
律
学

議
席
双
書
)
を
見
て
も
、
ま
た
旧
巾
の
教
え
了
で
も
あ
る
指
野
工
教
授
の
干
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
た

『新
版
行
政
法
下
巻
全
訂
第
一
版
』
を

見
て
も
、
明
ら
か
で
あ
る
c

今
日
に
お
い
て
日
本
の
行
政
弘
教
科
書
が
問
中
一
郎
の
路
響
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
は
断
百
で
き
な
い
が
、

第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
一
汗
及
し
な
い
か
、
あ
る
い
は
情
報
公
開
手
個
別
分
野
に
限
っ
て
軒
く
触
れ
る
の
が
主
流
で
あ
る
つ
例
え
ば
、

同
じ
戦
徐
行
政
法
の
名
著
で
あ
る
今
村
成
和
の

守行
政
法
入
門
「

は
、
「
政
ー
防
関
係
企
業
」
及
び

「
公
共
組
合
」
に
触
れ
て
い
る
が
、
第

セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
一
丙
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
最
近
の
塩
野
安
教
授
の

寸
行
政
法
川
第
二
版
行
政
組
織
法
'
や
原
出
尚
彦
教
授
の

政
法
要
論
全
訂
第
六
収
』
は
、
第
一
一
一
セ
ク
タ
ー
問
題
に
触
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
本
文
で
は
な
く
注
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
に
と

ど
ま
る
。
兼
子
仁
教
門
恨
の

バ
れ
政
法
学
L

は
、
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
し
か
し
第
一
今
セ
ク
タ
ー
を
「
出
資
法
人
」
と
し
て
窓
識
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
-
し
た
が
っ
て
、
今
円
に
主
つ
で
も
、
第
一
セ
ク
タ
ー
は
、
行
政
法
的
に
は
比
較
的
等
閑
祝
さ
れ
て
い
る
と
二
口
っ
て

も
よ
い
と
忠
わ
れ
る
「

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
法
教
科
書
か
ら
第
一
セ
ク
タ
ー
研
究
の
千
叶
か
り
さ
え
も
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と

一
汗
え
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
事
実
に
以
す
る
と
巴
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

(
給
付
行
政
法
)

に
関
す
る
論

川
中
二
郎
は
か
つ
て
「
公
令
莱
法
」

述
の
巾
で
、

田
巾
理
論
に
い
わ
ゆ
る
「
独
占
げ
行
政
法
人
事
業
」

の
該
当
性
に
つ
い
て
論
ず
る
際
、

J
h恥
近
、
地
ト
力
公
共
団
体
が
、
株
式
会
社

北法;)7(3・Hi)1012 
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と
か
民
法
卜
の
財
川
法
入
手
の
形
態
を
用
い
、
自
ら
の
山
川
資
に
よ
り
、
土
地
の
先
行
取
得
と
か
ホ
テ
ル
の
経
営
と
か
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
形
態
を
川
い
て
い
る
均
台
は
、
こ
こ
で
い
う
独
?
M
行
政
法
人
ポ
楽
に
は
当
た
ら
な
い
」
と
し
た
後
、
祈
狐

書
き
で
こ
れ
ら
の
法
人
は
「
私
的
企
業
と
み
る
ほ
か
は
な
い
」
ー
と
し
て
い
る
c

同
長
に
第
二
セ
ク
タ
ー
に
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

も
の
の
、
列
挙
さ
れ
た
崎
法
卜
の
株
式
会
社
や
民
法
上
の
財
団
法
人
及
、
ぴ
土
地
の
先
行
取
得
ゃ
ホ
テ
ル
の
絞
営
叫
す
に
鍛
み
れ
ば
、
そ
の
組
織

形
態
か
ら
、
J
ん
は
そ
の
事
業
内
容
か
ら
考
え
て
も
、
今
日
口
に
お
い
て
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
第
一
今
セ
ク
タ
ー
と
台
致
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
先
の
論
述
か
ら
、
当
時
に
お
い
て
第
一
セ
ク
タ
ー
の
よ
う
な
法
人
は
、
私
的
企
業
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5 • ~iO 

と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
田
中
一
郎
の
時
代
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
行
政
法
用
論
は
、
第
一
一
セ
ク
タ
ー
が
地
方
公
共
団
体
の
行
政
、
特
に

約
山
刊
行
政
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
行
政
の
械
と
し
て
重
要
な
役
割
を
県
た
す
も
の
と
し
て
、
今
後
も
そ
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
で
あ

ろ
う
と
口
を
揃
え
な
が
ら
も
、
「
私
的
企
業
と
み
る
ほ
か
は
な
い
」
と
い
う
記
述
に
象
徴
き
れ
る
よ
う
に
、
某
本
的
に
第
一
今
一
セ
ク
タ
ー
を
民

同
法
人
ー
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
c

と
こ
ろ
で
、
第
一
セ
ク
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
説
明
し
た
よ
う
に
、
民
尚
法
に
基
づ
い
て
設
I

止
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
通
常
の
民

同
法
人
と
同
じ
次
元
で
拠
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
面
が
あ
る
一
方
、
他
方
に
お
い
て
は
、
商
法
上
の
法
人
で
あ
れ
、
民
法
上
の
法
人

で
あ
れ

い
ず
れ
に
し
て
も
一
定
の
行
政
目
的
を
実
現
す
る
手
段
な
い
し
組
織
形
態
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
私
人
の
口
禿
的
意
思
に
基
づ

い
て
設
立
さ
れ
る
法
人
と
は
異
な
る
実
態
を
持
っ
て
い
る
。
法
的
に
は
、
第
二
セ
ク
タ
ー
は
行
政
と
異
な
る
独
立
の
法
人
格
を
も
つ
も
の
で

あ
り
、
国
や
地
方
公
共
け
休
の
よ
う
に
権
力
的
な
規
制
行
政
を
行
う
権
限
も
な
い
し
、
ま
た
、
そ
の
事
楽
活
動
は
、
則
示
の
規
定
が
な
い
限

り
、
通
高
の
私
統
治
的
取
引
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
は
、
筆
者
が
行
っ
た
実
態
調
官
の
結
果
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
体
質
は
通
怖
の
民
間
法
人
よ
り
遥
か
に
行
政
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

北法57(3-17)1013



"見

簡
単
に
二
μ
え
ば
、
第
一
セ
ク
タ
ー
は
、
行
政
で
あ
り
な
が
、
行
民
間
で
あ
り
、
逆
に
純
粋
行
政
で
も
な
け
れ
ば
純
粋
民
間
で
も
な
い
。
正
に
打

政
と
民
聞
の
巾
聞
に
位
置
す
る
第
一
今
一
の
宵
在
な
い
し
第
二
の
組
域
と
い
う
訳
で
あ
る
。

ー込
i師

し
か
し
、
円
本
の
行
政
法
刈
論
は
そ
も
そ
も
行
政
、
五
体
と
私
人
ー
と
の
刻
立
を
軸
に
展
開
さ
れ
、
公
権
力
の
行
伎
を
規
律
す
る
法
ー
と
私
人
間

の
閥
係
を
川
崎
律
す
る
法
と
の
川
崎
念
の
異
な
る
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
し
か
設
け
て
い
な
い
c

行
政
、
土
体
の
場
ム
門
は
そ
れ
が
国
や
地
方
公
共
団
体
な

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
律
に
よ
る
行
政
と
い
う
原
血
の
泊
用
を
受
け
る
の
に
対
し
て
、
私
人
の
場
合
は
、
白
己
責
任
を
も
っ

て
私
的
自
治
の
卜
で
ロ
ポ
的
な
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
私
的
自
治
の
原
理
の
泊
用
を
受
け
る
つ
第
一
セ
ク
タ
ー
の
よ
う
な
第
一
の
存
在

な
い
し
第
二
の
領
域
に
つ
い
て
、
ン
ス
テ
ム
的
に
は
予
組
も
し
て
い
な
い
し
、
規
制
も
置
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
論
背
京
の
も
と

で
は
、
第
二
セ
ク
タ
ー
の
も
つ
行
政
回
的
実
況
の
手
段
な
い
し
組
織
と
い
う
側
而
に
J
h
月
す
れ
ば
、
そ
れ
を
八
ム
法
の
範
曙
の
中
で
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
一
方
、
逆
に
、
行
政
と
は
刷
凡
な
る
第
二
セ
ク
タ
ー
の
独
?
の
法
人
絡
を
強
刊
刑
す
れ
ば
、
そ
れ
を
私
法
の
範
晴
の
巾
で
一
議
論
す
る

こ
と
も
要
求
さ
れ
よ
う
ロ

し
た
が
っ
て
、
従
米
の
行
政
法
理
論
の
枠
細
の
中
で
は
第
一
セ
ク
タ
ー
を
適
切
に
位
甲
山
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
百
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

一
一
)
行
政
主
体
論
の
検
討

公
法
と
私
法
の
一
正
論
は
様
々
な
見
地
か
ら
批
判
き
れ
て
お
り
、
今
円
に
お
い
て
は
既
に
克
服
さ
れ
た
問
題
と
い
っ
て
も
過
一
円
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
一
一
は
っ
て
、
あ
る
行
政
法
学
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
問
題
は
そ
れ
を
「
代
辞
す
る
則
論
が

(門止

と
れ
だ
け
明
確
に
従
示
さ
れ
て
い
る
か
」
で
あ
り
、
新
し
い
代
替
川
町
論
が
必
ず
し
も
完
全
に
確
立
さ
れ
て
い
る
と
は
一
百
え
な
い
c

こ
の
よ

う
な
理
論
背
呆
の
も
と
で
、
八
ム
法
と
私
法
の

一
日
ん
論
か
ら
派
生
し
て
き
た
公
法
人
と
私
法
人
、
行
政
主
体
と
私
人
な
い
し
私
的
法
主
体
、
特

に
行
政
、
半
体
と
い
う
概
念
は
、
行
政
法
学
卜
つ
の
道
具
概
念
と
し
て
依
然
と
し
て
有
川
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
従
来

北法;)7(3・18)1014



か
ら
理
論
蓄
積
の
あ
る
い
わ
ゆ
る
打
政
主
体
論
を
干
掛
か
り
に
第
一
セ
ク
タ
ー
の
性
格
を
更
に
本
ム
祭
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

-
行
政
主
体
論
の
概
要

ま
ず
、
議
論
の
前
従
と
な
る
行
政
占
丁
休
の
概
念
及
び
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
、
若
ー
の
説
明
を
し
て
お
こ
う
じ

藤
田
宙
市
教
授
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
行
政
主
体
と
い
う
用
計
f

口
体
が
い
つ
か
ら

H
本
行
政
法
学
で
川
い
ら
れ
は
じ
め
た
か
は
必
ず
し
も
定

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5. ~iO 

か
で
は
な
い
コ
ま
た
、
川
語
法
に
つ
い
て
も
、
今
け
の
「
行
政
手
体
」
対
「
行
政
客
休
」
及
び
「
行
政
主
体
」
対
「
私
人
な
い
し
私
的
法
、
土

ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
公
法
人
と
私
法
人
と
い
う
用
語
も
あ
る
l
y
二
-
門
わ
れ
る
「

体
」
の
別
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

行
政
、
土
体
と
は
、
実
定
法
卜
の
概
念
で
は
な
く
、
学
向
上
あ
る
い
は
話
学
上
の
概
念
で
あ
る

f

こ
れ
ま
で
の
日
本
行
政
法
坪
諭
に
お
け
る

行
政
↓
丁
体
概
念
に
は
、
通
説
と
恩
わ
れ
る
「
行
政
上
の
権
利
・
義
務
の
主
体
」
あ
る
い
は
「
釘
政
を
行
う
権
能
を
与
え
ら
れ
た
主
体
」
の
ほ

か
、
川
や
地
方
公
共
団
体
の
統
治
、
土
体
に
限
疋
し
て
捉
え
る
説
、
ま
た
、
行
政
土
体
を
、
「
同
、
地
方
公
共
凶
体
な
ら
び
に
こ
れ
に
準
ず
る

各
種
の
公
的
、
土
体
を
指
す
」
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
見
解
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
に
は
、
行
政
、
半
休
概
念
を
ど
の
範
凶
に

お
い
て
回
投
び
地
方
公
共
団
体
以
外
の
法
下
休
に
つ
い
て
適
用
で
き
る
か
と
い
う
点
に
お
い
て
相
違
が
あ
る
仁
本
節
の
趣
己
H
か
‘
わ
す
れ
ば
、

行
政
↓
丁
体
の
概
念
自
体
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
υ

以
「
で
は
、
議
論
の
便
{
口
卜
、

一
つ
の
円
安
と
し
て
通
説
に

で現
行 it
政的
を な
行修
う 11.
1，11 を
休施
~. L 
法戸た
人 17原

ご田
尚

主出
Z設
)〆 寸又

ぃ E
λ 7E 
C主義
ノじ 、

提
lこ t

h 

f疋品
二ち
¥f丁
晴政
'̂O 主

ゼT
5'そ

の 1~
行政
政を
T 行
休う
性権
の利
有と
証義
に務
つを
し三 も
ても
検
討口
を己
itt の
め名
ると
こ責
と イ工

に
す
る
c

」
の
定
義
か
ら
出
発
す
る
と
、
ま
ず
、
行
政
主
体
と
し
て
は

一
般
に
同
や
地
ん
公
共
川
体
の
ほ
か
、
公
共
組
台
、
特
殊
法
人

(
必
ず
し

も
全
部
と
は
限
ら
な
い
が
)
及
び
独
山
行
政
法
人
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
つ
同
や
地
ト
力
公
共
川
体
は
、

い
ず
れ
も
憲
法
上
行
政
を
行
う
包
析
的

北法57(3-19)1015



"見

な
権
能
を
訟
め
ら
れ
た
統
治
団
体
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
公
共
組
合
、
特
殊
法
人
及
び
独
I

止
打
政
法
人
な
ど
の
場
台
、
こ
れ
ら
は
特
別
の
法

律
に
基
づ
き
、
同
や
地

h
公
共
川
体
に
代
わ
っ
て
特
定
の
公
共
的
な
事
務
事
業
を
行
う
こ
と
を

H
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
υ

こ

ー込
i師

れ
ら
の
法
人
に
は
、
①
法
人
情
を
有
す
る
、
一
三
f

お
行
政
的
ポ
務
を
行
う
こ
と
を
リ
的
と
し
て
設
守
さ
れ
る
、
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
、

前
者
に
よ
っ
て
、
日
早
に
法
主
体
の
構
成
部
分
と
し
て
の
行
政
機
関
と
同
別
さ
れ
、
ま
た
、
後
者
に
よ
っ
て
は
、
民
同
企
業
等
一
般
の
私
的
法

王
体
と
区
別
さ
れ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

2

第
二
セ
ク
タ
ー
の
行
政
玉
体
性
の
有
無

以
上
の
よ
う
な
般
に
行
政
王
体
と
さ
れ
る
同
や
地

h
公
共
叶
体
及
び
そ
の
他
の
行
政
主
体
と
比
較
す
る
と
、
第
一
セ
ク
タ
ー
を
行
政
土

休
と
認
め
る
こ
と
に
は
種
々
の
問
包
が
あ
る
υ

第
二
セ
ク
タ
ー
は
必
ず
し
も
特
別
の
法
律
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
し
、

ま
た
設
立
目
的
に
お
い
て
も
行
政
的
ポ
務
事
業
を
行
う
こ
と
を
直
按
に

U
的
と
す
る
と
も
限
ら
な
い
コ
法
人
形
態
か
、
り
す
れ
ば
、
企
業
性
の

高
い
と
児
ら
れ
る
株
式
会
社
形
態
の
そ
れ
で
あ
れ
、
公
訴
性
の
高
い
と
言
わ
れ
る
公
益
法
人
形
態
の
そ
れ
で
あ
れ
、

い
ず
れ
も
川
や
地
方
公

共
団
体
そ
の
も
の
に
は
該
当
し
な
い
し
、
行
政
卜
の
権
利
・
義
務
の
ム
丁
体
あ
る
い
は
行
政
を
行
、
っ
権
能
を
与
、
千
り
れ
た
、
土
体
で
も
な
い
じ
こ

の
た
め
、
第
一
セ
ク
タ
ー
を
「
行
政
を
行
、
つ
権
利
と
義
務
を
も
ち
、
口
じ
の
名
と
責
任
で
行
政
を
行
、
つ
同
休
(
法
人
ご
と
す
る
の
は
、
法

的
に
は
や
や
困
難
で
あ
る
と
必
わ
れ
る
つ

い
わ
ゆ
る
「
行
政
補
完
型
第
一
一
セ
ク
タ
ー
」
に
せ
よ
、
「
公
民
協
調
型
第
二
セ
ク
タ
ー
」
に
せ
よ
、
旧
白
治
省
の

分
間
胤
基
中
か
ら
も
、
ま
た
は
今
凶
の
実
態
訓
査
の
結
米
か
ら
も
明
ら
か
と
な
っ
た
よ
う
に
、
第
今
ニ
セ
ク
タ
ー
は
、

し
か
し
、
他
方
で
は
、

い
ず
れ
も
伸
ば
さ
れ
た
公

の
千
と
し
て
地
方
公
共
同
体
行
政
の
代
符
的
補
完
的
な
役
割
を
県
た
し
て
お
り
、
通
常
の
民
間
法
人
と
比
べ
る
と
、
行
政
に
近
い
実
態
を

有
し
て
い
る
つ

北法;)7(3・20)lOHi 



こ
の
よ
う
に
、
第
一
セ
ク
タ
ー
は
そ
の
法
的
性
格
と
実
態
の
聞
に
ズ
レ
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
に
打
政
主
体
性
を
一
認
め
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
行
政
法
学
上
従
米
か
ら
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。

塩
野
安
教
授
は
、
主
に
第
三
セ
ク
タ
ー
の
綿
織
形
態
に
者
円
し
、
第
一
セ
ク
タ
ー
は
通
常
の
民
間
私
法
人
と
同
紙
民
商
法
に
某
づ
い
て
設

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
に
行
政
、
正
体
性
を
一
認
め
る
の
は
無
川
崎
で
あ
る
と
す
る
c
す
な
わ
ち
、
第
一
セ
ク
タ
ー
が
提
供
す
る
「
サ

i

ピ
ス
内
容
そ
れ
自
体
、
あ
る
い
は
そ
の
地
域
振
興
効
果
に
鑑
み
れ
ば
、
{
疋
の
公
共
的
要
素
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
組
織
形
態
と
し
て
は
、

行
政
手
体
性
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
」
と
真
正
凶
か
ら
第
一
セ
ク
タ
ー
の
行
政
、
土
体
性
を
汗
定
し
て
い
る
。

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5 • ~iO 

ニ
ー
こ
ふ
リ
7
し
ず
に
、

、
t
l
yメ
オ

二
橋
良
ー
で
別
教
綬
は
、
地
方
公
共
団
体
の
出
資
及
び
第
二
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
関
与
等
の
実
態
に
リ
を
山
け
て
、
「
白

治
体
が
桐
当
の
出
資
を
し
て
主
導
的
に
設
立
し
た
第
一
一
セ
ク
タ
ー
を
行
政
担
巾
I
団
体
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
じ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
考
え
て
い
る
つ

二
つ
の
見
解
を
比
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
が
あ
る
よ
う
に
必
わ
れ
る
つ
す
な
わ
ち
、
前
者
の
場
合
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
法
的

性
情
は
再
祝
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
必
ず
し
も
充
分
考
曜
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
既
に
検
討
し
た
株
式
会
社
札
帆
道

路
維
持
公
朴
を
例
に
と
る
と
、
①
行
政
に
よ
る

0
0
%出
資
か
つ
専
ら
市
か
ら
仕
事
を
受
け
る
、
一
応
高
法
上
の
株
式
会
社
で
あ
り
な
が
ら
、

民
間
か
ら
引
事
を
受
け
な
い
、
民
間
を
相
手
に
し
な
い
で
い
る
、
司
一
民
間
に
よ
る
出
資
も
な
け
れ
ば
、
直
按
に
参
加
も
し
て
い
な
い
、
③
口

ら
を
「
第
一
の
市
」
、
「
第
一
の
建
設
局
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
、

と
い
っ
た
特
色
が
あ
る
υ

こ
の
よ
う
な
第
二
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
、
出
法

に
某
づ
き
設
?
止
さ
れ
た
株
式
会
社
で
あ
る
と
い
う
理
山
だ
け
で
、
そ
の
行
政
主
体
性
を
あ
固
定
す
る
こ
と
が
来
た
し
て
妥
当
な
の
か
、
疑
問
を

ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
c

直
に
後
者
の
場
合
は
、
第
今
ニ
セ
ク
タ
ー
の
実
態
は
充
分
亘
制
さ
れ
て
い
る
が
、
料
諭
は
必
ず
し
も
第
一
一

セ
ク
タ
ー
全
般
に
ψ
ー
で
は
ま
る
訳
で
は
な
く
、
ま
た
「
相
中
ー
の
出
資
」
及
び
「
主
導
的
に
設
立
」
と
い
う
前
提
条
件
に
つ
い
て
も
、
史
な
る

検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

い
く
ら
出
資
し
て
「
相
当
の
山
資
」
と
言
え
る
か
、

い
か
な
る
某
準
で

「
、
ド
エ
導
的
に
設
立
」
と
判
附
き

北法S7(3.2111017



"見

れ
る
か
、
な
と
に
つ
い
て
必
ず
し
も
明
瞭
と
は
一
百
え
な
い
で
あ
ろ
う
っ

ー込
i師

そ
の
法
的
性
格
に
荷
日
し
て
民
間
法
人
と
見
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
逆
に

そ
の
夫
態
に
、
刊
は
し
て
行
政
干
体
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
行
政
全
体
と
は
、
「
行
政
を
行
、
つ
権
利
と
義
務
を
も
ち
、
白
己

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
第
一
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
、

の
名
と
責
粁
で
行
政
を
行
、
つ
団
体
(
法
人
)
」

で
あ
る
と
い
う
た
義
か
、
り
す
れ
ば
、
こ
の
定
義
を
拡
大
解
釈
し
な
い
限
り
、
個
人
的
に
は
、

況
時
点
で
少
な
く
と
も
第
一
今
セ
ク
タ
ー
の
す
べ
て
を
行
政
主
体
と
位
置
づ
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
凶
難
は
二
つ
の
白
'
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
コ

第
に
、
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
今
日
に
お
い
て
第
二
セ
ク
タ
ー
は
、
そ
の
概
念
が
非
常
に
錯
綜
し
て
お
り
、
未
だ
法
律
L
に
あ
る
い
は

社
会
通
念
卜
定
ま
っ
た
概
念
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
セ
ク
タ
ー
の
川
語
を
使
用
す
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
白
己
の
定
義
の
卜
で
使
用
し
て
い

る
。
第
一
セ
ク
タ
ー
を
、
円
本
行
政
法
学
卜
い
か
に
定
義
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
解
決
し
な
い
限
り
、

そ
の
打
政
主
体
性
の
ム
引
無
に
関
す

る
検
討
に
ど
れ
だ
け
の
意
表
が
あ
ろ
う
か
コ
議
論
の
前
提
条
件
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
律
に
第
二
セ
ク
タ
ー
と
一
古
っ
て
も
、
北
海
遊
や
札
幌
市
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
法
人
形
態
か
ら
す
れ
ば
、
商
法
上
の

株
式
会
社
も
あ
れ
ば
、
民
法
卜
の
公
必
法
人
等
も
あ
る
c

事
業
分
野
か
ら
す
れ
ば
、
社
会
稿
祉
ポ
業
も
あ
れ
ば
、
鉄
道
輸
送
業
も
あ
る
じ
山

第
一
に

資
日
ん
か
ら
す
れ
ば
、
行
政
単
独
の
場
ム
円
も
あ
れ
ば
、
民
同
と
共
川
の
場
合
も
あ
る
。
公
共
性
な
い
し
公
益
性
の
高
い
も
の
か
ら
、
比
較
的
低

い
も
の
ま
で
「
莱
万
別
の
様
態
を
黒
す
る
第
一
セ
ク
タ
ー
を
、

律
に
行
政
主
体
に
含
め
る
こ
と
自
体
に
、
そ
も
そ
も
無
理
が
あ
ろ
う
υ

第
二
に
、
あ
る
川
体
(
法
人
)
が
行
政
を
行
う
権
利
と
義
務
を
も
つ
か
合
か
、
白
ら
の
名
義
と
寅
汗
で
行
政
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
、
そ
れ
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
国
や
地
方
公
共
凶
体
及
び
そ
の
他
の
行
政
主
体
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
用

そ
の
法
的
根
拠
が
要
求
さ
れ
て
い
る
υ

独
占
行
政
法
人
を
例
に
と
っ
て
見
れ
ば
、
法
人
の
事
業
日
的
ヤ
任
務
か
ら
、
運
営
の
廿
市
本

、A

》、

ふハ
ω
戸ん
v

一

的
仕
組
み
に
卒
る
ま
で
、
各
法
人
の
設
立
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
セ
ク
タ
ー
の
場
合
、
本
論
v
止

北法;)7(3・22)1018



巾
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
の
殆
と
は
未
だ
に
法
制
化
さ
れ
て
い
な
い
況
状
に
あ
る
υ

以
上
の
理
問
に
よ
り
、
現
状
で
は
第
一
セ
ク
タ
ー
に
行
政
土
体
性
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
平
ら
さ
る
を
え
な
い
っ

3

私
見

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
第
二
セ
ク
タ
ー
は
、
従
来
の
行
政
法
理
論
の
枠
組
の
巾
で
は
適
切
に
併
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、

そ
れ
を
行
政
玉
体
と
見
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
一
言
っ
て
、
行
政
法
学
は
第
一
セ
ク
タ
ー
問

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5 • ~iO 

題
を
放
同
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
適
切
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
行
政
法
学
の
課
題
は
、
「
行
政
の
綿
織
や
活
動
に
闘
す
る
法
現
象
を
観
察
し
、

f
E
一

そ
れ
ら
を
貫
く
胤
範
原
理
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
一
百
わ
れ
る
よ
う
に
、

一
定
の
行
政
回
的
を
実
現
す
る
手
段
な
い
し
組
織
形
態

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
機
能
し
て
い
る
第
二
セ
ク
タ
ー
に
関
し
で
も
、
そ
れ
を
規
律
す
る
法
原
理
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
今
日
の
行
政
法
学

に
対
す
る
斗
扶
の
要
請
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
法
人
を
行
政
手
休
と
私
人
な
い
し
私
的
法
、
土
体
に
二
分
す
る
こ
と
に
は

ど
れ
だ
け
の
青
山
義
が
あ
る
か
、
及
び
、
現
時
点
で
第
一
セ
ク
タ
ー
を
行
政
、
土
休
ー
と
見
る
こ
と
が
難
し
い
が
、
だ
か
ら
と
一
百
っ
て
、
行
政
法
宇

は
何
の

T
7て
を
講
じ
な
く
て
も
米
た
し
て
よ
い
か
、

と
い
う
担
占
か
ら
こ
の
間
訟
を
見
て
み
よ
う
c

今
日
円
に
お
い
て
、
行
政
ニ

l
ズ
の
多
様
化
・
複
雑
化
等
に
よ
り
行
政
の
守
備
範
同
も
拡
大
多
係
化
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
行
政
王
体
と
そ

う
で
な
い
烹
休
と
の
聞
に
理
論
的
に
明
確
な
線
を
引
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
行
政
法
学
者
に
よ
っ
て
指
摘
き

れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
セ
ク
タ
ー
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
先
制
恒
紹
介
し
た
塩
野
宏
教
授
の
見
解
及
び
三
橋
良

十
明
教
綬
の
見
解
に
も
小
さ
れ
る
よ
う
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
実
態
に

JhHす
る
か
、
法
的
件
格
に
着
リ
す
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
行
政

主
体
と
凡
る
こ
と
も
又
は
私
人
な
い
し
私
的
法
主
体
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ム
f

刊
に
お
い
て
は
、
あ
る
法
、
土
体
の
性
格
が

い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
行
政
法
学
上
そ
れ
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、

ケ
ー
ス
・
パ
イ
・
ケ
ー
ス
で
検
討
す
る
以
外

北法57(3-23)1019



"見

に
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
、
本
論
文
の
第
章
に
お
い
て
述
、
へ
た
よ
う
に
、
現
行
実
定
法
上
第
一
セ
ク
タ
ー
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
明
確
な
も
の
は
な
い
と
は

ー込
i師

一
百
え
、
そ
の
設
立
か
ら
運
営
ま
で
全
体
を
一
つ
の
動
態
過
程
と
見
な
す
の
で
あ
れ
ば
、
疑
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
は
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
行

政
活
動
の
一
環
で
あ
り
、
ま
た
「
私
人
と
し
て
の
地
位
に
お
い
て
活
動
し
て
も
、
そ
れ
は
行
政
と
し
て
の
活
動
で
あ
り
、
す
べ
て
行
政
と
し

一川三

て
の
責
粁
を
伴
、
つ
行
為
で
あ
る
」
と
恩
わ
れ
る
。
逆
に
一
」
一
円
え
ば
、
地
均
一
公
共
団
体
の
行
政
川
動
と
依
田
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
以
上
、
法

治
主
義
及
び
民
、
土
主
義
等
の
見
地
か
ら
、
例
え
ば
、
住
民
や
議
会
に
よ
る
民
主
的
統
制
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
組
織
法

上
の
拘
束
、
予
算
会
計
上
制
度
の
拘
束
、
人
雫
管
理
制
度
の
拘
束
斗
J

を
受
け
る
の
も
必
然
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
が
依
然
と
し
て
法
の
狭
間
に
存
在
し
て
い
る
現
状
の
も
と
で
は
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
性
格
と
仲
間
づ
け
を

法
的
に
明
停
に
す
る
た
め
、
私
見
と
し
て
、
行
政
法
学
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
干
立
て
を
講
ず
る
こ
と
の
可
斉
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

第
に
、
公
法
私
法
一
冗
論
の
枠
細
を
維
持
す
る
前
提
で
、
行
政
干
休
概
念
に
定
の
拡
張
を
施
す
等
の
法
技
術
を
γ
土
大
し
、
第
三
セ
ク

タ
ー
を
行
政
主
体
に
収
め
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
組
織
法
の
川
尻
律
対
象
と
す
る
こ
と
で
あ
る
c

例
え
ば
、

v

別
に
触
れ
た
「
凶
、
地
方
公
共
団

休
な
ら
び
に
こ
れ
に
準
ず
る
か
什
栓
の
公
的
主
体
を
指
す
」
と
い
う
定
義
か

h

り
す
れ
ば
、
第
一
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
も
国
や
地
方
公
共
団
体
に

準
ず
る
公
的
主
体
に
夜
中
ー
す
る
か
育
か
の
検
討
は
、

同
能
か
つ
有
志
耗
で
あ
ろ
う
-

第
一
に
、
原
川
尚
彦
教
授
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
第
二
セ
ク
タ
ー
を
、
地
方
公
共
団
体
行
政
の
一
翼
を
担
う
綿
織
形
態
ー
と
し
て
、
「
公

法
人
、
私
法
人
の
別
な
く
広
い
意
味
で
の
行
政
組
織
に
八
百
め
行
政
組
織
法
の
い
刈
如
水
と
し
て
、
行
政
の
民
主
柱
、
能
率
件
、
責
任
牲
を
確
保
し

て
い
く
」
と
い
う
新
し
い
視
占
か
ら
の
山
口
検
討
を
試
み
る
こ
と
で
あ
る
υ

こ
の
手
法
は
、
第
二
セ
ク
タ
ー
を
訂
政
組
織
法
の
対
象
と
す
る

点
に
お
い
て
、
前
の
子
法
と
共
通
し
て
い
る
が
、
従
来
の
理
論
枠
組
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
行
政
の
民
、
土
性
、
能
半
性
、
京
仔
件
を
確
保

北法;)7(3・24)10却



す
る
と
い
う
新
し
い
慌
角
が
特
徴
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
第
二
セ
ク
タ
ー
を
法
制
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
米
か
ら
問
題
と
き
れ
る
第
一
セ
ク
タ
ー
の
概
念
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
性
格
と
位
置
づ
け
、
行
政
に
よ
る
関
与
と
よ
援
の

U
方
、
情
報
公
開
の
あ
り
ー
々
、
統
」
出
合
の
手
続
、
事
業
円
的
や
任
務
、

運
川
悼
の
基
本
的
仕
組
み
等
を
法
的
に
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
二
セ
ク
タ
ー
が
独
立
し
た
法
人
と
し
て
の
地
伶
を
確
保
し
つ
つ
、
議
会

や
住
民
に
よ
る
民
王
的
統
制
の
も
と
で
、
行
政
組
織
の
一
報
と
し
て
、
地
域
作
民
の
福
祉
増
進
に

H
献
す
る
こ
と
が
期
作
で
き
る
。

第
四
に
、
従
来
の
行
政
法
科
論
で
は
カ
パ
ー
で
き
な
い
と
い
以
わ
れ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る

「
公
」
と
「
私
」

の
間
に
あ
る

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5 • ~iO 

「
第
二
の
領
域
」
、
「
第
二
の
存
杭
」
に
関
し
て
、
行
政
法
上
同
時
な
理
論
構
成
が
急
務
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
行
政
法
学
卜
有
志

義
な
試
み
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
、
あ
る
行
政
法
学
者
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
こ
れ
ま
で
の
行
政
法
川
崎
諭
体
系
の
い
ず

れ
を
と
っ
て
も
、
こ
の
公
共
と
民
間
の
問
の
巾
問
領
域
に
関
し
て
明
梓
な
瑚
論
構
成
を
与
え
る
こ
と
に
充
分
に
成
功
し
て
こ
な
か
っ
た
と
一
一
μ

戸部

わ
き
る
を
得
な
い
」
と
恩
わ
れ
る
。

(
I
)
毎
日
新
聞
九
九
八
年
一
月
一
七
日
付
傍
点
引
尉
有

(
2
)
第
一
一
セ
ク
タ
ー
に
つ
き
、
事
業
主
体
と
事
業
内
存
を
山
明
確
に
区
別
し
て
論
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
ギ
張
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
同
出
雅

大
一
公
牡
・
第
一
セ
ク
タ
ー
の
法
律
的
問
題
占
」
成
瀬
龍
ぷ
-
自
治
体
問
題
研
究
所
編

『特
集
:
公
社
・
第
一
セ
ク
タ
ー
の
改
革
課
題
-
「白

治
体
研
究
社
、
一
九
九
七
年
)
八
四
九

O
R。
し
か
し
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
公
益
性
を
議
論
す
る
際
、
そ
れ
を
第
三
七
ク
タ
ー

と
い
う
組
織
形
態
に
お
け
る
公
共
性
な
い
し
公
括
性
と
第
一
セ
ク
タ
ー
の
行
う
事
業
に
お
け
る
公
共
什
な
い
し
公
益
性
に
八
刀
け
て
論
ず
る
の

は
、
果
た
し
て
妥
当
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
だ
益
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
な
お
検
川
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
巴
わ
れ
る
、
第
二
セ
ク
タ
ー
の
組
織

形
態
と
事
業
凶
作
に
お
け
る
八
河
川
ハ
仕
な
い
し
公
益
引
は
、
実
は
第
三
セ
ク
タ
ー
の
公
共
性
な
い
し
八
三
市
性
の
持
つ
一
つ
の
側
面
で
あ
り
、
よ
れ
裏

北法S7(3.2S11021



"見
ー込
i師

の
悶
係
に
立
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
じ

(
日
)
こ
の
内
に
つ
い
て
、
同
断
良
夫
「
行
政

U
に
お
け
る
公
益
」
公
法
制
究
第
力
阿
り
二
九
九
一
年
)
一
八
頁
山
下
は
、
戸
山
政
の
公
共
性

と
は
何
か
、
公
必
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
定
託
す
る
こ
と
ハ
件
極
め
て
難
し
い
問
題
で
あ
」
り
、
一
議
が
と
の
よ
う
な
手
続
で
そ
れ
を
決
i

注

す
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
は
、
今
日
の
公
法
学
が
そ
の
回
特
を
迫
ら
れ
て
い
る
司
要
な
問
題
で
あ
る
」
と
指
抗
し
て
い
る
。

(
4
)
山
崎
・
前
拘
注

(
3
)
必
止
は
、
わ
政
の
公
共
刊
な
い
し
公
益
性
を
め
く
る
議
論
の
推
移
に
つ
い
て
、
安
絶
対
ヱ
表
的
時
代
の
見
解
、
堂
小
市

民
社
会
の
相
対
的
自
げ
性
の
認
め
ら
れ
る
時
代
の
見
解
、
③
戦
後
の
見
解
に
い
分
し
て
論
じ
て
い
る
。
詳
し
く
は
阿
論
文
二
一
ハ
頁
以
下
を
参
一

出

υ

(
日
)
一
橋
ー
以
士
明
「
第
一
セ
ク
タ
ー
の
民
主
的
統
制
」
室
井
心
先
生
涯
府
記
念
論
集

E

現
代
行
政
法
の
用
論
-
「
法
律
I
J

人
化
引
、
一
九
九
一
年
)
一

λ

一
一
六
凶
頁
。

(
6
)
こ
の
内
に
つ
い
て
、
成
同
額
明
一
地
方
公
共
団
体
の
経
済
活
動
と
そ
の
法
的
限
界
(
)
」
一
円
治
研
究
一
七
巻
六
口
(
一
九
ハ
一
年
)
七
。

七
五
貝
に
お
い
て
詐
し
く
述
べ
ら
れ
亡
い
る
。

(
7
)
川
村
豊
「
卜
閑
巾
一
七
ク
破
綻
で
断
償
刊
決
本
格
化
す
る
一
セ
ク
見
直
し
論
一
地
方
自
治
職
員
研
修
一
一
巻
一
号
(
九
九
八
年
)
一

凶
頁
c

し
か
し
、
本
件
の
治
一
審
判
決
に
刻
し
て
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
現
状
と
ポ
業
等
の
経
緯
や
市
の
す
坊
及
び
阿
巾
の
諸
般
の

h
政
施
策
を

|
分
考
噴
す
る
こ
と
な
く
、
単
に
地
域
住
民
の
利
益
と
の
凶
果
関
係
的
有
維
と
い
う
制
点
の
み
か
ら
判
断
を
行
う
の
は
、
「
八
千
三
市
卜
の
必
要
性

の
政
策
判
断
に
当
た
っ
て
の
基
準
を
き
わ
め
て
狭
ば
め
て
お
り
、
こ
れ
で
は
崩
束
行
為
に
近
く
、
こ
の
よ
う
な
判
不
に
は
疑
問
が
あ
」
る
と
す

る
恒
見
も
見
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
、
作
義
酌
大
塚
康
男
へ
判
例
最
前
線
、
「
卜
閑
一
七
ク
訴
訟
・
元
市

μに
補
助
金
の
重
み
ふ
た
た
び
」
判

例
地
ん
山
治
一
一
ヒ
号
(
一

C
C
一
年

)
t

一
頁
を
参
照
c

(
8
)
藤
村
知
己
「
第
一
一
一
、
セ
ク
タ
ー
株
式
会
析
に
つ
い
て
」
徳
山
同
大
v
子
社
会
科
学
研
究
一
口
(
一
九
九
一
八
午
)
一
口
一
頁
。

(
9
)
第
一
一
セ
ク
タ
ー
の
合
楽
性
に
つ
い
て
、
商
法
法
人
、
そ
の
う
ち
特
に
株
式
会
社
の
そ
れ
に
限
定
し
て
論
じ
ら
れ
る
の
が
殆
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
三
橋
・
前
掲
か

(
5
)
論
αへ
も
そ
う
で
あ
る
し
、
藤
村
・
同
一
拘
、
汁

(
8
)
論
文
も
そ
う
で
あ
る
じ

(
日
)
一
括
目
前
掲
注

(
5
)
一
一
立
七
白
川
。

(
は
)
し
か
し
、
民
間
と
比
べ
て
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
企
業
性
を
見
る
除
、
次
の
点
に
山
内
B
を
払
う
必
史
も
あ
ろ
う
〔
(
上
自
己
採
宵
刊
に
お
い
て
、

民
聞
の
場
合
、
見
通
し
が
よ
く
採
狩
も
取
れ
る
と
判
断
し
て
か
ら
は
じ
め
て
事
業
化
に
踏
み
切
る
の
が
廿
通
で
あ
る
の
に
刻
し
て
、
約
一
セ
ク

北法;)7(3・26)1022 
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タ
ー
の
坊
ム
ロ
に
は
、
行
政
ザ
1
ピ
ス
の
提
供
や
行
政
門
的
の
実
羽
生
7

の
見
地
か
ら
、
不
採
首
!
と
知
り
な
が
ら
も
、
事
業
化
に
踏
み
切
っ
た
ケ
ー

ス
が
あ
る
赤
下
覚
的
の
山
川
発
の
北
海
道
ち
ほ
〈
高
原
鉄
道
株
式
会
朴
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
⑨
一
経
済
性
や
常
利
引
に
お
い
て
、
民
間
的
場
作
、

一
円
、
つ
ま
で
も
な
く
、
赤
字
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
と
、
粁
常
が
不
健
九
ー
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
か
し
、
第
一
一
セ
ク
タ
ー
の
場
合
、
必
ず
し

も
そ
う
と
は
隈
ら
な
い
前
も
あ
る
。
置
穫
に
佐
川
町
に
サ
ー
ビ
ス
し
た
分
あ
る
い
は
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
際
の
コ
ス

i
に
か
か
っ
た
分
に

よ
る
赤
字
の
発
刊
も
考
え
り
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
一
セ
ク
タ
ー
の
赤
字
問
題
に
つ
い
て
、
「
何
故
そ
の
よ
う
な
赤
字
が
生
じ
た
の
か
を
多
面

的
に
主
察
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
官
業
の
赤
4

了
が
、
そ
れ
が
け
い
業
で
あ
る
が
叫
恨
の
亦
字
と
い
う
よ
う
に
速
断
す
る
こ
と
は
、
論
理
が
町
内
絡
し
す
ぎ

て
い
る
一
(
原
野
想

『現
代
行
政
法
と
地
方
一
日
治
』
戸
法
律
主
化
社
、
九
九
九
年
)
ヒ
一
一
民
)
と
mい
わ
れ
る
。
必
自
己
責
仔
の
原
則
に
お
い

て
、
第
一
セ
ク
タ
ー
は
行
政
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の

f
法
な
い
し
組
織
形
態
と
し
て
地
方
公
共
同
体
の
分
身
的
な
存
在
で
も
あ
る
が
ゆ
え
に
、

あ
る
意
味
で
は
民
間
ほ
ど
自
己
車
仔
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
而
も
あ
る
υ

従
っ
て
、
問
題
の
要
は
、
経
符
性
十
日
己
採
算
性
な
ど
と
、
公
益

性
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
と
い
え
る
}

(
ロ
)
阿
州
一
郎

『刻
版
行
政
法

l
巻
全
一
副
第
一
版
』
(
弘
文
立
、
九
八
一
年
)
一
一
一
頁
。

(
日
)
山
本
隆
叶
「
行
政
組
織
に
お
け
る
法
人
一
塩
野
安
先
生
I

門
稀
記
念

a
行
政
法
の
党
展
と
変
革
・
ト
』
(
右
変
閣
、
二

C
C
年
)
八
ヒ
i

ハ
頁

J

(
U
)
藤
凶
宵
靖

E

第
川
版

h
政
法
T
(総
論
工

(
I
同
林
吉
院
、
二
口
(
一
凶
年
)
一

jh

一
九
向
(
。

(
日
)
某
，
J
仁

a
行
政
法
学
L

(

岩
波
書
出
、
九
九
ヒ
年
)
一
九
百
及
び
一
一
九
民
{

(
M
m
)

機
部
力
一
行
政
ギ
体
の
経
済
活
動
」
公
法
研
究
四
阿
号
(
九
八
一
年
」
一
一
正
一
凹
九
頁
=

(
灯
)
原
凶
尚
彦

『わ
政
法
製
品
九
訂
第
六
版
』
(
件
了
協
斉
一
口
町
、
一
つ
つ
五
司
)
凶
七
頁
。

(
民
)
藤
凶
甫
靖

『わ
政
組
織
法
』
(
有
変
悶
、
一

0
0
合
作
)
一
一
一
八
頁
。

(
日
)
市
野
安

h

行
政
法
山
第
三
版
白
政
組
織
法
'
(
有
斐
問
、
一

0
0
六

1)

心
八
白
川
。

(
剖
)
一
一
括
良
士
刷
「
第
一
セ
ク
タ
ー
の
法
的
地
位
と
規
制
の
あ
り
卜
力
一
件
民
と
白
治
一
一
一
一
じ
号
(
九
九
年
)
一
一
心
百
円
。

(
引
)
円
本
で
は
、
地
方
公
社
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
地

h
三
公
社
に
行
政
主
体
性
を
一
♂
め
る
べ
き
で
あ
る
ト
と
す
る
見
解
が
有
々
で
あ
る
抑
野
・
問

掲
注
(
叩
)
む
六
貝
、
大
橋
涼
一
「
自
治
体
外
郭
団
体
の
情
鴇
公
開
|
福
岡
方
式
に
み
る
情
報
公
開
協
定
の
発
反
則
能
性
」
川
L
lム
一
郎
先

川
古
稀
記
念
論
文
集

『情
報
社
会
の
公
法
学
(
恒
山
社
、
一

C
O
-
-
)
一
八
六
l

八
七
良
、
注
藤
博
也
者
一
現
代
法
律
学
議
開
)

J
行
政

法
E
(持
論
)
』
(
育
林
害
院
新
社
、
一
九
七
七

1)
八
口
頁
、
埋
藤
!
え
夫
「
地
上
川
公
社
等
に
関
す
る
制
慢
の
整
仙
の
た
め
の
覚
書
」
以
海
法
v
J子
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"見

九
回
勺
(
九
九
一
年
)
七
八
円
等
を
参
照
。
そ
れ
ぞ
れ
特
別
の
法
律
に
基
づ
い
て
設
守
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
設
立
根
拠
法
を
も
つ
こ
と
が
、

そ
の
重
民
な
理
論
恨
拠
と
さ
れ
て
い
る
と
与
え
ら
れ
る

D

(
泣
)
俄
出
力
一
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
法
変
化
と
れ
政
法
学
の
ん
法
」
塩
野
宏
先
4
古
稀
記
念

『行
政
法
の
発
展
と
変
革
卜
-
(
有
朴
正
問
、
一
心

。
一
ザ
)
阿
九
頁
η

(
お
)
藤
凶
・
前
拘
注
(
出
)
一
一
一
八
頁
を
参
照
c

(
叫
)
一
橋
・
前
掲
注

(
5
)
三
一
八
一
頁
。

(
お
)
原
凶
・
前
掲
注
(
汀
)

1

ハ
頁
。
ち
な
み
に
、
救
伝
的
百
う
「
公
法
人
、
私
法
人
の
別
な
く
凶
い
H
Z

味
で
の
行
政
組
織
一
に
基
づ
い
て
検
討

す
べ
き
で
あ
る
ト
と
す
る
主
張
と
近
い
見
地
か
ら
、
か
つ
て
述
藤
博
也
教
授
が
「
機
能
的
行
政
組
織
」
論
を
提

mし
た
こ
と
が
あ
る
町
周
論
に

つ
い
て
は
、
「
行
政
一
t
論
」
(
藤
凶
凶
靖
救
綬
)
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
町
内
会
や
川
地
自
治
会
ま
で
を
も
れ
政
組
織
に
組
み
入
れ
て
枚
副
す

る
こ
と
山
休
が
妥
当
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
更
な
る
検
討
も
必
波
で
あ
る
が
、
現
代
行
政
の
惚
雑
多
様
化
に
よ
り
行
政
組
織
も
必
然
的
に
複
雑

多
様
化
す
る
視
{
、
存
心
不
の
理
論
枠
組
に
拘
泥
す
る
必
裂
は
な
い
伺
点
写
に
お
い
亡
、
行
政
法
学
上
第
三
セ
ク
タ
ー
論
を
反
問
す
る
に
際
し
で

も
、
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
、
同
珂
論
に
つ
い
て
、
遠
藤
博
山
・
前
掲
日
(
引
)
ヒ
九
九
八
氏
、
同
理
論
の
評
耐
に
つ
い
て
、
藤
岡
・
前

掲
注
(
一
八
)
第
緬
序
章
及
び
第
一

章
を
そ
れ
ぞ
れ
参
間

(
お
)
機
部
・
前
出
向
注
(
日
出
)
一
一
八
百
八
。

ー込
i師

第
五
節

第
二
セ
ク
タ
ー
の
改
本

問
題
提
起

日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
民
間
部
門
の
み
で
は
対
ー
ん
で
き
な
い
分
野
の
公
共
的
事
業
に
つ
い
て
、
地
ん
公
共
同
体
が
直
按
実
施
す
る
こ
と
が

同
離
な
場
合
や
、
直
按
実
施
す
る
よ
り
も
機
助
的
・
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
ポ
業
展
開
が
可
能
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
一
二

北法;)7(3・28)1024



セ
ク
タ
ー
が
活
用
さ
れ
て
き
た
υ

し
か
し
、
国
際
化
や
情
報
化
及
び
技
術
中
新
苛
に
よ
っ
て
、
全
世
界
的
な
規
模
で
社
会
キ
経
済
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
浸
化
が
も
た
ら
き
れ
る
一
ん
、
高
齢
化
、
少
千
化
、
財
政
内
建
、
地
点
分
催
、
行
政
改
革
等
の
円
本
凶
内
の
事
情
に
よ
り
、

国
及
、
ひ
地
ん
公
共
川
体
に
お
い
て
、
従
米
型
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
口
件
以
札
び
そ
れ
を
提
供
す
る
組
織
形
態
が
時
代
の
要
求
に
次
第
に
応
え
ら
れ

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
c

近
時
第
一
セ
ク
タ
ー
の
破
綻
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
は
何
よ
り
も
そ
れ
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
む

り
ひ
一
年
に
六

K
O
億
円
も
の
債
務
を
負
っ
た
ま
ま
民
事
再
生
法
、
旭
川
を
札
幌
地
裁
に
申
請
し
た
石
狩
出
発
が
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5. ~iO 

引
叫
川
刊
誌

ι
は
、
北
海
道
、
円
本
政
策
投
資
銀
行
、
札
帆
市
、
小
樽
市
、
北
洋
銀
行
等
の
投
資
に
よ
り
九
六
四
年
に
設
有
さ
れ
た
第
二
セ
ク
タ
ー

で
あ
る
c

令
融
機
関
か
ら
の
借
入
余
で
石
利
湾
新
港
地
域
の

1
地
を
買
収
し
、
進
出
企
業
向
け
に
工
業
団
地
用
地
ー
と
し
て
版
売
し
て
き
た
が
、

ー
地
何
額
卜
丹
の
「
土
地
神
話
」
を
前
提
に
し
た
経
営
手
法
か
ら
見
て
も
、

パ
フ
ル
経
済
崩
壊
後
土
地
伺
領
の
下
落
に
よ
り
借
人
金
の
金
利

負
担
が
増
え
る
構
造
か
ら
凡
で
も
、
時
代
巡
れ
の
存
主
で
あ
る
と
の
感
を
免
れ
な
い
。

社
会
の
発
展
に
つ
れ
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
日
も
変
化
し
、
そ
の
供
給
方
式
に
も
必
然
的
に
変
草
が
求
め
ら
れ
る
つ
今

H
に
お
い
て
は
、

積
祢
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
同
の
特
殊
法
人
等
の
改
日
中
ー
と
同
校
、
地
ん
公
共
川
体
に
お
い
て
も
、
住
民
福
祉
の
増
進
枠
び
に
地
域
の
活
性
化

と
い
う
原
点
か
ら
、
第
一
今
セ
ク
タ
ー
全
般
に
対
す
る
改
革
を
行
う
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
岡
山
わ
れ
る
じ
以
下
に
お
い
て
は
、
改
革
の
必
要
性
、

改
革
の
視
点
、
改
草
の
ん
向
性
の
順
に
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
改
革
論
を
民
出
し
た
い
。

第
一
一
セ
ク
タ
ー
の
改
芋
の
必
要
性

ま
ず
、
な
ぜ
第
一
セ
ク
タ
ー
を
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
そ
の
必
要
件
は
と
こ
に
あ
る
の
か
を
碓
訟
し
て
お
こ
う
c

第
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
主
体
に
つ
い
て
一
汗
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
設
立

U
的
が
必
ず
し
も

l
分
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。

第
二
セ
ク
タ
ー
の
設
山

U
的
(
県
白
)
lま

一
般
に
、
⑦
民
間
資
金
の
将
入
、
③
独
立
採
算
性
に
よ
る
効
率
的
・
弾
力
的
な
運
営
、
③
予 イ

北法57(3-29)1025



"見

算
・
打
政
制
度
の
硬
直
性
の
川
避
、
な
と
に
あ
る
と
百
わ
れ
る
つ
と
こ
ろ
が
、

そ
の
実
態
を
見
れ
ば
、
例
え
ば
今
同
の
調
査
対
象
で
あ
る

北
海
道
ち
ほ
く
高
原
鉄
道
株
よ
会
社
の
場
合
、

ほ
ほ
同
じ
路
線
を
民
間
パ
ス
会
社
が
走
っ
て
い
る
ん
、
「
過
疎
地
域
に
お
け
る
枠
内
民
の
交

ー込
i師

通
手
段
の
伴
保
及
び
地
域
間
の
経
済
的
人
的
?
父
流
の
促
進
」
ー
と
の
公
共
リ
的
を
支
現
す
る
た
め
、
毎
年
四
億
規
模
の
上
ゅ
ん
J
を
続
け
て
い
る
「

日
本
全
国
で
鉄
道
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
第
二
セ
ク
タ
ー
全
体
二
八
祉
の
う
ち
て
一
社
が
赤
字
紙
営
で

第
一
平
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

あ
り
、
経
営
損
失
の
合
計
約
は
一
六
億
九
二

C
C
万
円
に
も
卜
る
と
い
う
現
状
を
台
わ
せ
考
え
る
と
、
効
求
的
・
能
均
十
的
な
事
業
運
円
の
確

保
が
閃
ら
れ
て
い
る
と
は
一
言
い
に
く
い
っ
ま
た
、
公
益
法
人
形
態
の
場
合
も
、
財
州
法
人
に
せ
よ
、
社
州
法
人
に
せ
よ
、
設
立
時
だ
け
で
な

く
そ
の
悦
恨
の
予
算
や
事
業
司
阿
ま
で
↓
下
管
官
庁
の
監
督
い
に
あ
る
c
今
凶
の
実
態
制
査
で
第
一
一
セ
ク
タ
ー
の
将
米
に
つ
い
て
聞
い
た
ー
と
こ
ろ
、

財
団
法
人
札
似
勤
労
者
職
業
福
制
セ
シ
タ
ー
に
よ
る
「
ム
丁
導
権
は
山
が
握
る
じ
将
来
に
つ
い
て
も
『
山
の
政
策
次
第
で
あ
る
」
と
い
う
回
答
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
独
立
し
た
法
人
と
し
て
自
由
に
}
出
動
す
る
の
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
υ

第
一
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
は
雫
実
上
民
業
を
出
迫
し
て
い
る
ロ

日
本
で
は
、
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
任
せ
、
氏
問
に
で
き
な
い
あ
る
い
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
雫
業
は
、
第
一
セ
ク
タ
ー
等
の
出
詐

で
あ
る
と
一
門
わ
れ
る
c

し
か
し
、
今
回
の
実
態
嗣
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
北
海
、
息
ち
ほ
く
品
原
鉄
造
株
式
会
社
に
は
、
あ
る
意
味

で
は
川
業
者
が
な
い
と
百
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
質
上
同
業
者
に
当
た
る
パ
ス
会
社
が
走
っ
て
い
る
つ
株
式
会
社
札
幌
道
路
維
持
公
社

の
場
合
、
公
社
設
!
止
前
に
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
処
即
業
務
が
市
か
ら
直
接
民
間
へ
委
託
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
類
似
業
務
を

行
う
民
間
業
者
も
複
数
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
社
設
7
4
後
も
、
そ
の
業
務
は
ほ
と
ん
ど
民
間
業
者
へ
の
州
委
託
に
頼
っ
て
お
り
、

ネ
ル
の
よ
う
な
役
刑
以
外
は
な
い
よ
う
で
あ
る
c

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
直
按
に
民
闘
に
任
せ
る
の
が
紛
で
あ
ろ
う
c

株
式
会
社
札
似
リ
ゾ

i

ト
同
党
公
社
の
場
合
も
、

ス
キ

l
場
業
界
白
休
が
供
給
過
剰
気
味
に
あ
る
。
ま
た
、
札
幌
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
日

下
の

I
T
ブ
1
ム
に
よ
っ
て
、
既
存
業
者
と
の
競
争
が
激
化
す
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、
新
し
い
ラ
イ
バ
ル
社
の
山
現
も
充
分
子
川
恕
さ
れ
る
で

北法;)7(3・3D)1026 
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あ
ろ
う
。
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
先
端
を
た
る
株
式
会
社
札
帆
リ
サ
イ
ク
ル
公
社
で
さ
え
、
同
業
者
を
複
数
持
っ
て
い
る
つ
公
益
法
人
形
態
の

場
合
に
お
い
て
も
民
業
圧
迫
の
問
題
が
宵
在
す
る
。
札
幌
勤
労
者
職
業
福
祉
セ
ン
タ
ー

什
ン
プ
ラ
ザ
)
は
百
う
ま
で
も
な
く
、
札
幌
市
福

判
事
業
団
の
場
合
に
お
い
て
も

一
九
八
八
年
に
開
始
さ
れ
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
九
八
六
年
に
開
始
さ
れ
た
老
人
休
義
ホ

l
ム
は
、

れ
も
心
時
の
札
幌
市
に
お
い
て
民
間
に
光
即
け
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、

し
か
し
、
実
態
調
脊
の
中
で
札
幌
市
福
祉
事
業
叶
白
身
も
認
め
た

よ
う
に
、
今
刊
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ
、
老
人
ホ
ム
で
あ
れ
、

い
ず
れ
に
し
て
も
民
間
も
よ
く
参
入
し
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
以
上
に

成
長
し
て
い
る
分
野
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5 • ~iO 

第
二
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
存
在
立
義
が
薄
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
ポ
業
の
見
直
し
ゃ
統
廃
合
が
行

コ
ー
こ
:
:

オ
オ

l
く
し

こ
の
占
に
つ
い
て
、
今
川
実
態
調
査
を
行
っ
た
各
団
体
は
、
経
常
赤
字
や
累
積
赤
字
に
陥
つ
で
も
、
し
か
も
将
来
有
税
の
凡
通
し
が
思
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
廃
止
を
擁
路
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
前
に
も
挙
げ
た
札
幌
転
興
公
社
を
例
に
と
っ
て
兄

れ
ば
、
山
町
l
該
第
一
セ
ク
タ
ー
の
設
立
趣
口
H
を
再
び
引
用
す
る
と
、
「
本
公
什
は
、
昭
和
二
年
に
本
市
公
共
川
地
の
先
行
取
得
ポ
楽
を
、
γ

工
た

る
月
的
と
し
て
設
I

止
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
八
年
に
札
幌
市
十
地
開
発
公
社
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
が
大
幅

に
縮
小
さ
れ
た
が
、
平
成
ハ
干
以
来
、
事
業
の
再
検
討
を
行
い
、
都
市
基
幣
・
都
市
施
設
の
整
備
を
担
う
公
共
デ
ベ
ロ

y
パ
ー
と
し
て
「
札

帆
市
の
町
ぞ
つ
く
り
」
に
民
間
活
力
と
し
て
投
資
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
コ
こ
の
文
巾
か
ら
は
、
必
札
幌
巾
が
九

に
、
公
共
川
地
の
先
行
取
得
手
栄
を
↓
下
た
る
リ
的
と
し
て
札
幌
振
興
公
社
を
設
立
し
た
こ
と
、
②
そ
の
一
六
年
絞

ー
七
年
(
町
和
三
一
年
)

の
一
九
七
二
年
(
昭
和
四
八
咋
)
に
ほ
ぼ
け
の
回
的
で
札
幌
市
土
地
開
発
公
社
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
、
③
そ
し
て
、
更
に
一
一
一
年
後
の
一

九
九
四
作
(
平
成
ー
ハ
作
)

に
札
帆
振
興
公
社
は
、
札
幌
市
十
地
開
発
公
社
の
設
立
に
よ
り
公
共
川
地
先
行
取
得
事
業
が
大
耐
に
縮
小
さ
れ
た

た
め
、
事
業
の
再
検
討
を
行
い
始
め
た
こ
と
、
な
ど
が
分
か
る
ロ
こ
こ
で
は
、
次
の
一
つ
の
疑
問
が
湧
い
て
く
る
コ

て〉

は

札
帆
市
が し

ず

北法57(3-:U)1027 



"見

九
T
1
七
作
に
札
幌
振
興
公
社
を
設
立
し
て
か
ら
、
一
ー
ハ
す
後
に
同
じ
目
的
で
札
帆
市

l
地
開
発
一
公
社
を
設
立
し
た
瑚
由
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
。

ー込
i師

も
う
つ
は
、
札
帆
転
興
公
社
に
お
い
て
札
帆
市
地
開
発
公
社
の
設
立
に
よ
り
ポ
業
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
ま
ま
有
絞
し
て
き
だ
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
か
で
あ
る
。

千F

同
も
挺
止
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
雫
業
の
見
直
し
も
せ
ず
に
、

第
四
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
行
政
実
務
的
に
も
法
的
に
も
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
数
有
在
し
て
い
る
c

例
え
ば
、
第
一
半
で
す
で
に
取
上
げ
た
第
一
セ
ク
タ
ー
の
定
義
づ
け
問
題
に
つ
い
て
、
第
一
今
セ
ク
タ
ー
に
は
明
僻
な
定
義
が
な
い
卜
、
地

ん
公
叫
れ
川
守
の
類
似
慨
念
と
の
区
分
も
到
底
明
確
と
は
一
戸
え
な
い
c

ま
た
、
第
一
章
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
職
員
派

遣
問
題
に
つ
い
て
、
表
面
上
法
制
化
が
支
現
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
法
的
に
明
碓
に
す
べ
き
問
題
は
依
然
と
し
て
残
る
。
な
お
、
天
h
l
り
問

題
や
伯
報
一
公
開
問
題
に
つ
い
て
、
法
制
化
白
休
な
お
行
わ
れ
て
い
な
い
c

そ
れ
と
川
時
に
、
先
程
例
に
挙
げ
た
事
例
で
は
、
札
幌
山
は
九

ム
七
年
に
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
を
主
た
る
目
的
と
し
て
札
幌
振
興
公
祉
を
設
J

L
、
そ
の
六
年
後
に
川
じ
目
的
で
札
幌
市
土
地
開
発

公
社
を
設
す

u

し
た
こ
と
か
ら
も
示
き
れ
る
よ
う
に
、
地
ん
公
共
阿
体
は
第
三
セ
ク
タ
ー
の
設
立
に
つ
い
て
、
統
一
性
や
整
合
性
を
欠
く
と
認

め
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
設
?
札
に
つ
い
て
、
行
政
サ
イ
ド
の
見
通
し
の
甘
さ
も
よ
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
北

海
道
ち
ほ
く
高
原
鉄
道
株
式
会
社
は
そ
の
典
型
例
で
あ
ろ
う
c

川
社
は
、
運
輸
収
人
減
少
の
原
同
と
し
て
①
沿
線
人
口
の
減
少
、
必
高
校
生

の
減
少
、
ゆ
白
家
用
車
の
普
及
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
粕
川
は
決
し
て
最
近
の
現
象
で
は
な
く
、
第
二
セ
ク
タ
ー
が
設

半
き
れ
た
時
点
に
お
い
て
も
す
で
に
起
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
第
一
セ
ク
タ
ー
全
体
を
統
合
的
に
耽
督
す
る
公
的
機
関
の
不
在

や
、
議
会
や
地
域
住
民
に
よ
る
民
、
五
的
統
制
の
不
備
斗
J

の
問
問
も
考
え
ら
れ
る
c

第
一
セ
ク
タ
ー
の
改
草
の
視
占

以
上
の
理
問
に
基
づ
き
、
本
論
v
止
で
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
へ
干
凶
的
な
改
草
を
行
う
こ
と
を
提
言
し
た
い
っ
具
体
的
な
方
向
性
を
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検
討
す
る
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
、
第
二
セ
ク
タ
ー
の
改
草
に
際
し
て
、

い
か
な
る
如
何
白
を
持
つ
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
分
析
し
て
お
こ
う
。

(
二
給
付
行
政
(
サ
ー
ビ
ス
行
政
)

の
見
地
か
ら

第
二
セ
ク
タ
ー
の
役
割
を
大
雑
把
に
言
、
っ
と
、
地
域
開
発
と
給
付
行
政
(
サ
ー
ビ
ス
行
政
)

の
方
式
な
い
し

T
段
と
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
わ
れ
る
υ

日
本
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
轄
備
キ
治
山
ム
川
水
等
の
事
業
は
段
格
を
遂
げ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
近
地
域
開
花
型
の
第
一
今

セ
ク
タ
ー
の
ほ
肝
併
不
全
や
倒
産
が
多
禿
し
て
い
る
こ
と
、
特
に
先
桂
触
れ
た
石
狩
開
発
の
宅
例
に
も
象
徴
き
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
第
一

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5 • ~iO 

セ
ク
タ
ー
が
担
っ
て
き
た
地
域
開
発
と
い
う
使
命
は
も
は
や
終
了
し
て
い
る
と
百
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
他
方
で
、
白
然
破
棋
や
公
害
等
の
リ

ス
ク
を
伴
、
つ
地
域
開
発
市
心
安
円
休
は
、
も
は
や
地
域
住
民
が
求
め
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
じ
こ
れ
と
は
刻
照
的
に
、
国
民
や
仕

民
の
ニ
ー
ズ
の
複
雑
化
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
今
後
給
付
行
政
の
多
様
化
拡
大
化
が
更
に
逆
む
と
子
相
心
さ
れ
る
中
、
組
織
形
態
の
身
軽

さ
と
反
応
の
機
敏
さ
に
優
れ
る
第
一
今
一
セ
ク
タ
ー
は
こ
れ
か
ら
も
充
分
に
活
用
の
余
地
が
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。

給
付
行
政
と
は
、
「
国
の
経
済
力
を
も
っ
一
て
す
る
利
益
侠
与
作
用
で
あ
る
」
と
一
丙
わ
れ
る
。
更
に
許
し
く
見
れ
ば
、
そ
の
役
割
は
、
必
道

路
や
八
ム
図
な
ど
の
公
共
則
の
提
供
、
一
辺
社
会
的
な
弱
者
に
対
す
る
救
貧
や
助
成
、
(
ぽ
守
山
場
不
全
の
足

H
な
ど
、
と
い
う
三
つ
の
種
類
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
給
利
行
政
の
定
義
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
「
川
の
経
消
力
」
が
そ
の
土
台
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
州
象

的
に
「
国
の
経
済
力
」
と
一
言
っ
て
も
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
は
国
民
や
住
民
が
納
め
る
税
令
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
同
民
や
住
民
に
財

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
際
、
税
金
を
正
主
性
の
あ
る
目
的
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
、
費
用
対
効
果
の
け
見
地
か
ら
、
最
も
適
切
な
提
供
手
段

を
採
川
す
る
こ
と
、
民
業
を
匝
迫
し
な
い
こ
と
、
な
ど
が
要
求
さ
れ
る
と
以
わ
れ
る
c

し
た
が
っ
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
改

uvを
行

う
際
、
①
第
一
セ
ク
タ
ー
の
設
I

止
は
件
民
何
付
の
泊
進
並
び
に
地
域
の
活
性
化
と
い
う
原
点
に
台
致
す
る
か
と
う
か
、
②
直
営
や
民
問
委
託

よ
り
適
切
な
子
段
と
一
戸
え
る
か
ど
う
か
、
何
一
第
三
セ
ク
タ
ー
の
参
入
に
よ
っ
て
、
民
業
が
圧
迫
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
、
な
ど
の
視
点
か
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"見

ら
検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ー込
i師

一
一
)
行
政
改
中
の
見
地
か
ら

第
二
セ
ク
タ
ー
の
生
成
と
発
展
は
、
地
右
公
共
叶
体
の
政
策
運
用
や
運
併
方
針
な
ど
地
方
行
政
そ
の
も
の
と
密
接
に
閥
係
し
て
い
る

ι
L

た
が
っ
て
、
第
三
セ
ク
タ
に
対
す
る
改
草
を
む
う
際
、
そ
れ
を
狐
烹
し
た
個
別
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
行
政
改
草
の
域
と
し
て
位
回

づ
け
た
上
で
考
え
る
こ
と
が
建
設
的
で
あ
る
と
い
以
わ
れ
る
コ
今
回
の
実
態
調
査
の
結
果
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
通

慌
の
民
間
事
業
者
と
比
べ
る
と
、
遥
か
に
行
政
ー
と
μ
川
援
な
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。
地
十
刀
公
共
叶
休
に
と
っ
て
、
阿
わ
れ
て
い
る
の
は
、
第

一
セ
ク
タ
ー
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
地
域
に
お
け
る
公
川
ハ
サ
ー
ビ
ス
供
給
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
i

刀
、
す
な
わ
ち
行
政
そ
の
も
の
で
あ
る
と
一
口

う
べ
き
で
あ
る
つ

行
政
改
革
と
は
、
「
何
も
国
や
口
治
体
の
狭
戎
の
直
結
組
織
に
限
る
わ
け
で
は
な
く
、
公
法
人
や
一
部
の
民
間
回
休
な
ど
も
包
含
す
る
ぷ

義
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
改
芋
ー
と
い
う
意
味
で
」
あ
る
と
二
口
わ
れ
る
よ
う
に
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
改
芋
も
そ
の
一
環
ー
と
し
て
伏
世
づ
け
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
行
政
改
革
の
回
大
、
土
題
と
さ
れ
る
、
③
行
政
の
役
割
の
見
直
し
、
ぬ
一
固
と
地
点
の
役
割
分
担
の
変
化
、
慣
行
政
と
個
人
の

関
係
の
変
化
、
③
行
政
の
ス
リ
ム
化
・
効
率
化
は
、
第
三
セ
ク
タ
改
草
論
に
も
適
用
さ
れ
よ
う
υ

例
え
ば
、
第
一
今
セ
ク
タ
ー
の
設
立
に
よ
っ

て
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
・
効
率
化
が
果
た
し
て
実
現
き
れ
て
い
る
か
と
う
か
と
い
う
視
点
か
ら
の
検
討
も
必
袋
で
あ
ろ
う
-
ま
た
、
行
政
改

一
行
)

芋
な
ど
の
進
展
に
伴
っ
て
、
「
新
た
な
行
政
法
原
則
・
制
度
設
計
指
引
」
ー
と
し
て
出
現
す
る
、
①
行
政
過
程
の
透
明
性
に
刻
す
る
要
請
、
②

行
政
治
動
の
説
明
責
任
に
刻
す
る
要
請
、
伐
一
政
策
評
仙
に
刻
す
る
要
請
、
必
)
費
用
効
果
分
析
に
対
す
る
要
請
、
と
い
う
要
求
は
、
第
三
セ
ク

タ
ー
に
対
し
て
も
同
様
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
を
喚
起
し
た
い
の
は
、
第
一
二
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
改
革
作
業
を
行
う
際
、
単
純
に
口
業
縮
小
民
業
拡
大
論
、
ま
た
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は
単
純
に
財
政
難
を
即
白
と
し
た
財
政
再
建
の
次
元
に
と
ど
め
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
つ
前
者
に
つ
い
て
は
、
国
民
や
住
民
の

信
託
に
基
づ
い
て
存
立
す
る
行
政
は
、
国
民
や
住
民
の
牛
活
擁
譲
や
充
実
及
び
発
展
に
対
し
て
、
適
切
な
青
H

任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
の
が
そ
の
料
品
川
根
拠
で
あ
る
c

後
者
に
つ
い
て
は
、
住
民
福
祉
の
増
進
昨
ぴ
に
地
域
の
れ
性
化
が
地
方
公
共
川
休
の
存
す
原
点
で

あ
り
、
「
白
治
体
は
財
政
内
定
と
い
っ
た
次
冗
で
白
治
を
運
営
し
て
は
な
ら
な
い
」
た
め
で
あ
る
c

し
た
が
っ
て
、
第
一
今
セ
ク
タ
ー
改
+
を

議
論
す
る
際
、
次
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
枚
討
も
有
志
義
で
あ
ろ
う
っ
す
な
わ
ち
、
民
同
あ
る
い
は
民
間
だ
け
で
は
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
充
分

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
羽
合
、
ま
ず
、
地
方
公
共
凶
休
が
第
一
セ
ク
タ
ー
を
設
!
止
し
自
身
の
経
済
活
動
を
通
じ
て
そ
れ
に
応
え
る
υ

そ
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の
後
、
民
間
も
よ
く
参
入
し
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
同
等
な
い
し
以
上
に
成
長
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
行
政
が
撤
退
す
る
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
cド

イ
ツ
の
示
唆

日
本
の
行
政
法
は
ー
は
く
か
ら
ド
イ
ツ
行
政
法
よ
り
強
く
影
響
を
受
け
て
き
て
い
る
と
百
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
よ
う
な

地
方
公
共
団
体
の
経
済
的
活
動
(
非
権
力
的
活
動
な
い
し
非
形
式
的
な
行
政
活
動
)
を
見
る
限
り
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
路
響
は
そ
れ
程
強
く
な

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
情
一
国
や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
併
利
を
次
的

U
的
と
す
る
経
済
川
動
は
憲
法
上
原

則
禁
止
さ
れ
る
、

-a
「
公
の

H
的
」
に
限
定
し
て
そ
れ
を
汗
容
す
る
、
と
い
う
原
則
が
と
ら
れ
て
お
り
、
地
ん
公
共
団
休
の
経
済
活
動
の

い
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

日
本
に
お
い
て
は
、
「
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
経
済
的
活
動
の
法

的
限
界
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
未
だ
今
後
の
川
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
ロ

制
収
拠
ゃ
限
界
を
明
確
に
す
る
趣
己
H
の
規
定
を
設
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
よ
る
と
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
地
方
公
共
凶
休
が
経
済
的
企
業
を
設
i

げ
す
る
に
際
し
て
、
地
方
公
共
凶
休
の
財
産

の
保
譲
及
び
私
的
主
体
の
経
済
活
動
の
保
護
と
い
、
つ
円
的
か
ら
、
次
の
よ
う
な
一
二
つ
の
安
件
が
設
け
ら
れ
て
い
る
コ
第
一
に
公
的

U
的
に
資
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"見

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
i

刀
公
共
団
体

す
る
こ
と
、
第
一
一
に
地
方
公
共
団
体
の
財
政
能
力
に
凡
合
う
こ
と
、
第
二
に
補
完
件
の
原
則
、

の
経
済
活
動
の
恨
拠
及
び
限
界
を
別
保
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
需
姿
に
某
づ
き
地
方
公
共
団
体
の
体
力
に
合
っ
た
経
済
的
企

ー込
i師

業
の
設
立
を
確
保
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
け
本
に
お
い
て
第
二
セ
ク
タ
ー
が
慌
す
気
味
で
あ
る
こ
と
、
民
業
を
出
迫
し

て
い
る
こ
と
、
公
共
性
な
い
し
公
益
性
が
希
薄
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
の
現
実
を
見
る
と
、

ド
イ
ツ
の
経
験
を
参
考
に
し
つ
つ
、
公
共
リ
的

に
合
致
す
る
か
ど
う
か
、
地
方
公
共
同
休
の
休
力
を
超
え
る
か
ど
う
か
、
民
条
件
迫
が
た
生
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
凡
地
か
ら
、
第
三
セ
ク

タ
l
全
般
に
対
す
る
再
認
識
及
び
そ
れ
に
恭
づ
く
繋
県
内
編
を
行
う
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
υ

四

州
市
一
一
セ
ク
タ
ー
の
改
革
の
刈
山
性

以
上
の
枚
討
と
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
第
二
セ
ク
タ
ー
を
よ
り
よ
い
も
の
に
改
草
す
る
た
め
に
は
、
私
見
と
し
て
、
第
二
セ
ク
タ
ー

の
全
面
的
な
統
廃
合
及
び
法
制
化
を
行
う
こ
と
を
提
言
し
た
い
ロ

日
本
で
は
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
法
制
化
に
つ
い
て
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
長
所
は
そ
の
門
由
な
柔
軟
性
に
あ
り
、
こ
れ
を
手
続
的
に
拘
束
す

る
こ
と
は
却
っ
て
そ
の
斗
命
を
奪
い
か
ね
な
い
が
、
法
制
度
と
し
て
は
、
こ
れ
を
何
ら
か
の
法
的
枠
組
み
で
規
制
す
る
こ
と
が
強
く
要
請
さ

れ
て
い
る
と
一
言
わ
れ
る
。
第
三
セ
ク
タ
法
制
化
の
叫
合
に
つ
い
て
、
第
三
セ
ク
タ
の
莱
務
範
囲
と
地
方
公
共
凶
休
行
政
の
パ
リ
備
範
囲
の

相
対
化
、
第
一
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
参
入
分
野
の
広
汎
化
、
第
二
セ
ク
タ
ー
業
務
の
複
雑
多
様
化
等
の
見
地
か
ら
、
「
少
な
く
と
も
、
当
而
の

と
こ
ろ
で
は
、
特
別
法
の
あ
る
場
合
を
除
き
、
民
法
、
商
法
等
現
行
の
法
制
を
活
川
し
な
が
ら
、
開
力
的
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ

刊

一

一

万

一

F
M」

ろ
う
」
と
す
る
慎
重
な
見
解
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
賛
同
す
る
の
が
主
流
で
あ
る
と
山
わ
れ
る
c

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、

H
本
で
は
総

論
と
し
て
法
制
化
の
方
向
に
賛
同
さ
れ
る
も
の
の
、
具
、
体
論
に
主
る
と
、

い
か
に
法
制
化
を
打
、
つ
べ
き
か
に
つ
い
て
の
議
論
を
全
く
欠
い
て

、
白
〉
己

し

yj

北法;)7(3・36)10:;2 



こ
の
よ
う
な
瑚
論
状
況
に
鑑
み
て
、
私
見
で
は
、
次
の
よ
う
な
方
向
件
を
提
示
し
た
い
υ

ま
ず
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
概
念
を
法
律
卜
明
確
に
確
有
す
る
こ
と
で
あ
る
υ

こ
の
点
に
つ
い
て
、
第
章
に
お
い
て
す
で
に
試
論
を
示
し

た
。
す
な
わ
ち
、
第
二
セ
ク
タ
ー
と
は
、
「
地
方
公
共
川
休
が
特
定
の
行
政
リ
的
を
夫
現
す
る
た
め
に
設
立
す
る
法
人
」
で
あ
る
。
第
一
七

ク
タ

l
の
設
I

止
、
土
体
、
設
l
i
月
的
、
設
l
i
形
態
、
性
格
と
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
福
相
の
増
進
並
び
に
地
域
の
活
性

化
の
実
現
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
の
や
り
方
と
同
じ
よ
う
に
地
方
公
共
同
休
の
財
産
の
保
護
及
び
私
的
主
体
の
経
済
活
動
の
保
護

す
る
こ
と
も
、
右
の
定
義
の
狙
い
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
コ

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5 • ~iO 

次
に
、
こ
の
定
義
を
も
っ
一
て
、
現
に
有
在
す
る
地
方
公
社
、
外
郭
団
体
等
の
煩
似
概
念
に
対
し
て
、
桂
村
山
珂
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
私
見
ー
と

し
で
は
、
第
一
セ
ク
タ
ー
、
地
庁
公
社
、
外
郭
団
体
叫
す
の
用
語
を
と
れ
か
に
統
一
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

f

設
立
リ
的
や
活
動
内
容
の
占

で
大
き
な
相
迭
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
υ

ま
た
、
仮
に
第
二
セ
ク
タ
ー
に
用
請
を
統
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
行
政
実
務
卜
も
、
少
な

く
と
も
行
政
法
学
上
地

h
公
社
と
外
郭
団
体
と
い
、
っ
用
語
を
使
わ
な
い
方
が
望
ま
し
い
コ
不
必
耐
火
な
混
乱
を
ね
く
こ
と
が
そ
の
料
由
で
あ
る
。

次
に
、
す
で
に
設
立
さ
れ
た
第
一
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
、
続
川
崎
人
U

を
行
う
こ
と
に
す
る
。
①
設
7
4
目
的
が
す
で
に
達
成
さ
れ
て
い
る
、
②

民
間
企
業
に
委
ね
た
方
が
地
域
性
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
効
F
I
的
な
事
業
運
営
が
期
待
で
き
る
、
ヨ
事
業
の
公
共
性
な
い
し
公
v
伯
作
が
薄
れ

て
い
る
、
ゆ
一
第
三
セ
ク
タ
よ
り
地
ん
公
共
川
什
ゆ
が
首
位
松
を
実
施
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
、
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
原
則
と
し
て
挺
止

す
る
-
事
業
分
野
が
類
似
な
い
し
共
通
す
る
川
体
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
統
合
を
行
う
。

最
後
に
、
時
代
の
急
速
な
発
展
に
つ
れ
て
、
同
氏
ゃ
住
民
に
よ
る
行
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
複
雑
化
が
更
に
進
む
中
、
事
業
コ

ス
ト
の
低
減
を
凶
り
つ
つ
、
機
助
的
か
っ
弾
力
的
に
行
政
リ
的
達
成
の
手
段
な
い
し
組
織
形
態
と
し
て
第
三
セ
ク
タ
ー
の
出
用
を
図
る
こ
と

が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
ケ
ー
ス
は
、
こ
れ
か
ら
も
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
鏡
み
れ
ば
、
私
見
と
し
て
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
を
法
制
化
す
る
こ
と

が
紫
ま
し
い
っ
一
百
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
、
土
張
に
は
、
具
体
的
に
い
か
な
る
法
律
を
作
る
べ
き
か
と
い
、
っ
問
題
に
対
す
る
周
到
な
検
討

北法S7(3-:-m1033



"見

が
必
要
不
川
欠
で
あ
る
つ
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
今
の
筆
者
の
能
力
を
も
っ
て
、
そ
れ
に
関
す
る
本
格
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
が
な
お

岡
雑
で
あ
り
、
今
後
の
耐
究
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
で
は
次
の
よ
う
な

h
向
性
を
促
-
小
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

第
二
セ
ク
タ
ー
法
(
仮
称
)
と
い
う
よ
う
な
第
二
セ
ク
タ
ー
般
に
つ
い
て
規
定
す
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
を
提
言
す
る
。
こ
の
法
律

ー込
i師

に
は
、
次
の
内
容
を
時
り
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
じ

第
に
、
第
三
セ
ク
タ
の
概
念
を
法
的
に
山
明
確
に
す
る
。
例
え
ば
、
第
一
セ
ク
タ
ー
を
、
地
方
公
共
団
体
が
判
定
の
行
政
目
的
を
実
現

す
る
た
め
に
設
立
す
る
法
人
で
あ
る
と
定
義
す
る
c

第
一
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
を
、
地
ト
力
公
共
川
体
が
特
定
の
行
政
円
的
を
注
成
す
る
た
め
に
採
川
す
る
手
段
な
い
し
組
織
形
態
と
位
置
づ
け

る
c

「
特
定
の
行
政
月
的
」

の
中
身
に
つ
い
て
は
、
甘
荒
木
的
に
設
立
正
体
の
地
方
公
共
団
体
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

に
は
次
の
二
つ
の
発
想
が
込
め
ら
れ
て
い
る
υ

①
第
一
セ
ク
タ
ー
の
設
立
目
的
を
「
特
定
の
釘
政

U
的
」
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
一

セ
ク
タ
ー
を
名
実
と
も
に
行
政
の
一
環
と
仕
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
つ
③
補
完
性
の
原
理
に
基
づ
き
、
第
二
セ
ク
タ
ー
の
設
す

u

を
、
民
間

あ
る
い
は
氏
問
だ
け
で
は
住
民
の
ニ

l
ズ
に
充
分
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
の
み
限
定
す
る
。

「
特
定
の
行
政
円
的
」

で
あ
る

以
卜
、
設
す
当
初
の
円
的
が
年
以
さ
れ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
心
該
第
一
今
セ
ク
タ
ー
が
廃
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
c

言
い
換
え
れ
ば
、
第
一
一
一

セ
ク
タ
ー
は
、
あ
く
ま
で
も
地
右
公
共
団
体
が
行
政
日
的
実
現
の
た
め
に
採
用
し
た
過
渡
的
千
法
な
い
し
組
織
形
態
で
あ
り
、
そ
の
原
始
的

な
日
的
が
達
成
し
た
こ
と
を
、
汁
誇
第
一
セ
ク
タ
ー
の
使
命
の
完
成
と
凡
な
す
べ
き
で
あ
る
。

第
二
に
、
設
立
手
続
の
法
定
な
ど
議
会
や
地
域
性
民
に
よ
る
氏
、
五
的
統
制
及
び
そ
の
前
提
で
あ
る
砧
報
公
開
の
義
務
を
明
記
す
る
。

要
す
る
に
、
従
来
か
ら
問
題
と
さ
れ
る
第
一
セ
ク
タ
ー
の
概
念
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
性
格
と
併
問
づ
け
、
ポ
業
目
的
や
仔
務
、
運
併
の
基

小
平
的
引
組
み
、
訂
政
に
よ
る
闘
k
J
と
支
媛
の
仕
方
、
情
報
公
闘
の
あ
り
方
、
統
廃
ム
円
の
手
続
弘
J

を
法
的
に
明
碍
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
一

セ
ク
タ
ー
が
独
立
し
た
法
人
と
し
て
の
地
紋
を
有
し
、
議
会
や
件
民
に
よ
る
民
、
土
的
統
制
の
も
と
で
、
行
政
組
織
の
一
環
と
し
て
、
地
域
住

北法;)7(3・38)1O:l4 
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民
の
相
祉
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
第
一
セ
ク
タ
ー
法
(
仮
称
)

の
狙
い
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5. ~iO 

(
l
)
北
海
道
新
聞

一0
0
一
作
一
一
川
一
日
付
。

(
フ
心
第
三
セ
ク
タ
ー
や
地
方
公
社
の
設
斗
円
的
(
理
市
川
)
に
つ
い
て
、
三
橋
良
十
明
「
第
三
セ
ク
タ
ー
の
民
主
的
統
制
」
室
川
先
生
還
暦
記
念
論

佐
官

a
現
代
わ
政
法
の
理
論
』
(
法
仲
立
化
社
、
九
九
年
)
一
一
品
川
八
民
、
鹿
児
向
重
治

『地
方
自
治
体
法
L

(

主
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
一
年
)

一
四
一
一
一
凶
四
頁
、
秋
山
町
(
実
務
地
IMj
円
治
法
講
座
九
幸
一
特
別
地
心
公
片
岡
休
広
域
行
政
(
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
(
一
汗
)
一
一
凶

一
一
四
阿
民
、
成
田
頼
明
「
地
占
公
共
同
体
の
公
村
ブ
1
ム
」
ジ
コ
リ
ス
ト
一
一
一
ハ
り
(
一
九

λ
一
午
)
七
一
仁
一
頁
等
を
参
版
。

(
3
)
今
村
成
和
主
什
・
川
出
山
武
道
補
訂

『わ
政
法
入
門
第
八
版
-
(
有
玄
関
、
一
の
一

O
有

刊

)

甘

一

五

頁

=

(
4
)
古
城
誠
「
公
的
規
制
と
市
場
原
坦
」
公
法
研
究
ハ
ロ
り
(
一
九
九
八
年
1
)

一
八
一
一
九
民
。

(
5
)

こ
の
内
に
つ
い
て
、
一
橋
前
財
注

(
2
)

一
八
一
頁
は
、
「
近
年
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
比
大
ふ
り
は
、
そ
も
そ
も
行
政
と
は
何
か
と
い
う

根
本
問
題
を
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
巴
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

(ρ

り
)
械
部
力
「
行
政
、
ン
ス
テ
ム
の
構
造
変
化
と
れ
政
法
学
の
占
法
一
塩
野
正
先
バ
古
稀
記
念

コ
付
政
法
の
発
展
と
変
草
・
卜
』
(
有
斐
関
、
一
心

。
一
年
)
有
五
頁
ο

(
7
)
機
部
目
前
掲
注

(
6
)
五
一
五
カ
頁
参
問
。

(自
)

J

八
橋
洋
一
一
新
世
紀
の
わ
政
円
以
浬
論
l
行
政
過
評
論
を
超
え
て
」
塩
野
支
先
生
古
稀
記
念

『行
政
法
の
発
展
と
変
革
卜
』
(有
斐
悶
、
一

。

。

年

)

一

川

一

立

頁

。

(
9
)
こ
の
凸
に
つ
い
て
、
「
今
日
の
回
民
生
前
の
実
怖
か
、
り
す
れ
ば
、
む
し
ろ
阿
川
圧
倒
祉
の
実
現
の
た
め
の
行
政
は
大
き
な
行
政
責
任
を
負
う
大

き
な
政
府
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
詳
し
く
は
、
原
野
組
現
代
行
政
法
と
地
方
自
治
(
法
律
丈
化
社
、
一
九
九
九
芹
)

一
七
一
百
ハ
を
参
田
r

(
山
川
)
古
阿
古
昇
三

回地
ん
山
治
の
政
ベ
ホ
経
リ
ザ
u
-

(
学
陽
害
一
局
、

0
0
0芹
)
一

は
し
が
き
」
一
良
r

引
用
す
る
と
、
一
勿
品
、
わ
政
の
原
資
が
凶
川
町

の
公
相
公
認
に
慕
づ
く
も
の
で
あ
る
以
卜
、
財
政
的
な
側
内
か
ら
も
、
可
能
な
限
り
、
効
ネ
的
な
行
政
選
営
を
行
い
、
ム
ダ
と

1
効
ネ
を
州
除

北法57(3-39)1035



"見
ー込
i師

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
行
政
改
革
は
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
財
湖
確
保
や
財
海
難
突
般
の

h
後
と
し
て
の

み
れ
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
わ
も
し
そ
の
よ
う
な
観
1

円
、
か
ら
の
み
行
政
改
革
を
必
ず
る
な
ら
ば
、
国
民
生
前
体

主
充
実
党
民
の
た
め
の
わ
政
は
、
そ
の
頃
的
犯
症
を
排
除
し
た
量
的
犯
握
の
問
点
の
み
許
制
さ
れ
、
「
金
」
が
か
か
る
か
、
か
か
ら
な
い
か
と
い

う
内
か
ら
、
人
権
ゃ
い
町
、
ヱ
ギ
設
や
ぺ
活
の
充
実
が
評
価
さ
れ
る
と
い
う
倒
錯
し
た
事
態
を
招
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」
。
原
野
前
掲
、
出

(
9
)

一
一
一
五
一
三
六
頁
も
同
骨
c

(
U
)

こ
の
{
に
つ
い
て
、
山
本
降
司
「
ノ
汀
政
組
織
に
h

行
け
る
法
人
」
塩
野
宏
先
生
古
稀
記
念

プ
汀
政
法
の
発
展
と
変
革
・
卜

-
(
有
斐
問
、
一
心

。
一
汗
)
八
七
八
頁
、
同
凶
雅
夫
「
地
方
公
比
同
体
の
経
ほ
的
活
動
と
そ
の
限
界
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
経
済
的
企
業
一
概
念
を

T
掛
か
り

に
1
」
附
山
大
学
法
学
会
雑
仙
一
八
巻
号
(
九
七
八
年
)
一
石
頁
を
参
閉
じ

(
日
)
凶
同
前
掲
、
正
(
日
)
一
七
員
。
成
出
頼
明
「
地
方
公
共
同
体
の
粁
凶
活
動
と
そ
の
法
的
限
界
(
)
」
向
治
研
光
今
一
七
巻
六
回
勺
(
九
?
ハ

一
年
)
ハ
九
百
も
同
U

円
J

(
日
)
山
本
・
前
伺
げ
(
日
)
八
七
八
民
、
成
叫
頼
明
「
地
方
公
共
同
体
の
料
消
活
動
と
そ
の
法
的
限
界
戸
一
)
」
自
治
研
究
一
八
巻
七
口
(
一
九

i

ハ
一
作
)
六
一
一
ヒ
凶
頁
を
参
問
、
}

(
U
)
秋
山
・
前
伺
注

(2)
一
四
六
百
じ

(
日
)
こ
の
見
解
に
つ
い
て
、
今
里
滋
「
第
三
セ
ク
タ
ー
の
「
相
紘
と
人
事
」
」
わ
政
管
珂
研
究
セ
ン
タ
監
修
今
村
都
市
雄
稲
川
内

斗
第
一
一
セ
ク
タ
ー
」

の
研
究
士
山T
h
人
法
鋭
、
九
九
三
年
)
八
九
九
口
氏
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
法
制
化
に
以
対
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

第
一
セ
ク
タ
ー
の
法
制
化
そ
の
も
の
に
反
対
す
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
州
連
の
す
法
化
を
警
戒
し
、
慎
重
に
物
事
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
い

う
ヱ
U

円
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
c

(
日
目
)
そ
の
代
衣
的
な
も
の
に
は
、
妹
尾
克
敏
「
地
ん
山
治
の
現
代
化
と
「
第
三
セ
ク
タ
ー
」
に
関
す
る
予
備
的
考
察
」
松
山
卜
人
り
7
論

生

凶

六

号

二
九
九
三
年
1
」
九
凶
頁
、
鹿
児
島
・
前
掲
注

(
2
)

一
四
六
貞
、
乙
部
哲
郎
「
地
占
公
共
凶
体
的
企
業
活
動
の
法
的
統
制
一
神
戸
学
院
法
学

一
利
盛
一
口
二
九
九
利
年
)
三
五
七
頁
な
と
が
あ
る
。

(
灯
)
例
え
ば
、
法
制
化
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
ら
な
い
民
商
法
に
基
つ
一
〈
設
立
は
可
能
な
の
か
。
可
能
だ
と
す
れ
ば
、
川
桁
】
川
尻
抜
け
に
終
わ

る
の
で
は
な
い
か
ま
た
、
こ
れ
を
遊
け
る
た
め
に
民
商
法
に
よ
る
北
チ
γ二
切
ポ
リ
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
ま
で
の
必
法
性
は

来
た
し
て
あ
る
の
か
、
弊
片山
は
な
い
の
か
な
ど
で
あ
る
。

北法;)7(3・40)1O:l6 



お
わ
り
に

以
上
、
竿
苫
が
行
っ
た
支
態
調
斉
を
基
礎
ー
と
し
つ
つ
、
第
三
セ
ク
タ
ー
問
題
に
つ
い
て
、
職
只
派
遣
、

」
人
ぃ
i

り
、
情
報
公
開
、
件
情
と
位

置
づ
け
叫
す
の
角
度
か
ら
法
的
考
察
を
試
み
て
き
た
じ
こ
う
し
た
考
祭
を
通
じ
て
、
第
一
今
セ
ク
タ
ー
が
地
方
公
共
団
体
行
政
に
お
い
て
果
た
し

て
き
た
機
能
に
は
一
昨
悩
す
べ
き
白
'
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
組
織
形
態
が
も
た
ら
す
問
題
山
、
も
少
な
く
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
っ

す
な
わ
ち
、
第
一
セ
ク
タ
ー
の
概
念
を
は
じ
め
と
し
て
、
-
大
ド
り
問
題
や
補
助
金
生
?
の
財
政
支
援
問
題
や
情
報
公
開
問
題
及
び
行
政
法
上

いわゆる部=セクタ に関寸る行政izjJlmJ考察 (5 • ~iO 

の
位
置
づ
け
問
問
な
ど
、
法
的
に
未
繋
備
な
面
や
断
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
凸
J

で
あ
る
。
第
二
セ
ク
タ
ー
を
今
後
と
も
地
方
公
共
団

体
の
行
政
目
的
実
況
の
手
段
と
し
て
併
問
づ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
法
制
化
は
も
は
品
、
遊
け
て
通
れ
な
い
諌
題
で
あ
り
、
第
二
セ
ク
タ
ー

に
関
す
る
寸
法
が
、
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
υ

日
本
に
お
け
る
第
一
今
一
セ
ク
タ
ー
問
題
を
白
分
な
り
に
考
祭
し
て
き
た
が
、
行
政
法
学
卜
未
だ
に
解
決
さ
れ
て
い
な
い
難
問
の
一
つ
で
あ
る

と
い
え
る
だ
け
に
、
浅
学
非
才
の
外
凶
人
で
あ
る
私
ー
と
し
て
は
、
研
究
が
な
お
小
分
で
あ
る
こ
と
は
自
覚
し
て
い
る
ー
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
し
、
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に

一
九
七
二
年
に
第
一
一
一
セ
ク
タ
ー
が

H
本
に
正
式
に
登
場
し
、
川
年
一

O
円
に
つ
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
h

が
組

ん
だ
「
第
二
セ
ク
タ
ー
の
素
煩
」

の
中
で
第
一
セ
ク
タ
ー
が
安
不
明
の
妖
怪
と
形
容
さ
れ
て
か
ら
で
ひ
何
干
も
経
っ
た
ん
7
H
に
お
い
て
も
、

依
然
と
し
て
「
第
一
セ
ク
タ
ー
と
は
何
か
」
と
い
、
つ
次
元
に
肢
置
き
れ
て
未
確
定
の
ま
ま
に
い
る
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、
本
論
丈
に
も
何
が
し

か
の
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
老
え
て
い
る
。
本
稿
は
ん
土
く
未
熟
な
も
の
に
と
ど
ま
る
が
、
ご
教
示
ご
批
判
を
民
主
つ
つ
、
研
究
を
さ

ら
に
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
η
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